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2017 かけがわ　展望

若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

 

誰
も
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち
掛
川
を
目
指
し
て

掛
川
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
動
き
を
つ
く
る

　「かけがわ茶エンナーレ」では、歴史ある建
物や町並み、茶畑や茶工場、日々たしなむ深蒸
し茶などの魅力ある地域資源とアートを結びつ
けることで、見慣れた風景は違って見え、見慣
れぬ風景に新たな魅力を感じられるでしょう。

海岸防災林強化事業「掛川モデル」を
推進します
　市民や市民活動団体、企業などとの協働によ
り、海岸防災林の植樹・育樹や平常時の利活用、
維持管理の検討を進めます。

「かけがわ生涯お達者市民」推進プロジェクト
を着実に推進します
公共施設マネジメントを積極的に推進します　
　保有する公共施設の適正配置の検討、計画的
な改修、更新などを行い、財政負担の平準化や
効率化を図ります。

かけがわ茶エンナーレ
2017   10.21  →  11.19　
アートがいきづく茶産地へ

明
日
の
掛
川
を
つ
く
り
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る

子
育
て
環
境
を
充
実
し
ま
す

　
掛
川
市
で
は
、
４
月
に
「
掛
川

あ
そ
び
保
育
園
」
（
岡
津
地
内
）

と
「
子
育
て
セ
ン
タ
ー
と
も
の
も

り
」
（
大
池
地
内
）
が
開
園
し
、

子
育
て
環
境
が
さ
ら
に
充
実
し
ま

す
。

　
ま
た
、
昨
年
の
12
月
に
設
立
さ

れ
た
「
か
け
が
わ
乳
幼
児
教
育
未

来
学
会
」
で
は
、
質
の
高
い
保

育
・
教
育
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
や

幼
児
教
育
の
義
務
化
・
無
償
化
な

ど
、
こ
れ
か
ら
の
制
度
の
あ
り
方

を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。
大
東
・

大
須
賀
区
域
の
認
定
こ
ど
も
園
化

も
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
す

　
昨
年
７
月
か
ら
た
ま
り
〜
な
北
側
で

建
設
を
進
め
て
き
た
新
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
が
７
月
に
完
成
し
、
９
月
か
ら
は

新
セ
ン
タ
ー
で
作
ら
れ
る
安
全
安
心
な

給
食
の
提
供
が
始
ま
り
ま
す
。

掛
川
茶
輸
出
戦
略
書
を
策
定
し
ま
す

　
昨
年
、
伊
・
ペ
ー
ザ
ロ
市
や
米
・
ユ

ー
ジ
ン
市
な
ど
の
姉
妹
都
市
を
足
掛
か

り
に
、
掛
川
茶
輸
出
に
向
け
た
現
地
調

査
や
協
議
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
具
体
的
施
策
を
盛
り
込
ん

だ
「
掛
川
茶
輸
出
戦
略
書
」
を
策
定
し
、

新
た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
拓
や
輸
出
に

対
応
し
た
お
茶
づ
く
り
な
ど
、
輸
出
に

向
け
た
体
制
の
構
築
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

あ
ら
ゆ
る
市
の
事
業
を
協
働
の
視
点
で
と
ら
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
担
い
手
と
事
業
を
実
施
し
ま
す

◆
活
動
に
手
応
え
や
成
果
、
生
き
が
い
を
感
じ
、
多
く
の

市
民
が
継
続
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
こ
と
を
目

的
に
啓
発
を
行
い
、
活
動
発
表
の
機
会
を
つ
く
り
ま
す
。

◆
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
組
織
体
制
や
活
動
の
充
実

を
図
る
た
め
、
財
政
・
運
営
・
人
づ
く
り
の
た
め
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

◆
市
民
活
動
団
体
や
、
各
種
団
体
お
よ
び
企
業
が
連
携
し

て
、
公
益
的
な
活
動
を
拡
大
で
き
る
よ
う
に
、
交
流
会

や
マ
ッ
チ
ン
グ
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
市
民
、
地
区
組
織
、
市
民
活
動
団
体
、
各
種
団
体
、

企
業
な
ど
が
、
お
互
い
に
役
立
ち
合
い
な
が
ら
、
特
色

あ
る
地
域
づ
く
り
や
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
て
い
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

掛
川
に
し
ご
と
を
つ
く
り

安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に
す
る

第
２
次
掛
川
市
総
合
計
画
・
地
域
創
生
総
合
戦
略
を
推
進
し
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
さ
ら
な
る
成
長
へ
の
礎
を
築
き
ま
す
。

▶
海
外
で
の
掛
川
茶
ブ
ラ
ン
ド
の

　
確
立
に
向
け
て

　
　
ア
メ
リ
カ
（
右
）

　
　
イ
タ
リ
ア
（
左
）

完成イメージ図

 協働によるまちづくりの活動例
日常の困りごとを相互に解決しあう地域生活支援（右上）
親子で体験し学ぶ、森林資源の保全と活用（右下）
子どもたちによる街頭での交通安全の呼びかけ（左上）
まちづくりに活躍する団体・企業の交流会（左下）

市
民
総
ぐ
る
み
で
、
「
掛
川
の
魅
力
」
を
発
信
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市
県
民
税

申
告
が
必
要
な
方

申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
方

自
書
申
告
は
毎
日
受
け
付
け

◆
 
所
得
税
の
確
定
申
告
書
B
（
営
業
、

 農
業
、
不
動
産
な
ど
）
の
申
告
を

 す
る
方
は
次
の
申
告
会
場
へ

◆
医
療
費
控
除
の
注
意
点

1

2 青色申告

3 公共事業以外の土地・家屋の譲渡

4 株式などの譲渡

5 

6 贈与税・相続税の申告

7 消費税の申告

8 仕送り証明を必要とする申告

【受付時間】
 土・日曜日はお休み。平日の正午～午後1時は昼休み。
 市役所・大須賀支所：午前8時30分～11時、午後1時～4時
 大東支所：午前9時～11時、午後1時～4時
 ※混雑の状況により、早めに受け付けを締め切る場合があります。

市県民税　申告相談日程 市役所で受け付けできないもの

申告受付日
掛川区域 大東区域 大須賀区域
市役所
2階テラス

大東支所
2階会議室

大須賀支所
1階会議室

2
月

3
月

 16 木 倉真地区 睦浜地区 大須賀第三地区

 17 金 粟本地区 大坂地区 大須賀第二地区

 20 月 曽我・和田岡地区　中地区 大須賀第一地区

 21 火 城北地区 土方地区 大渕地区

 22 水 　 佐束地区 

 23 木 原谷・桜木地区 千浜地区 大渕地区

 24 金 桜木地区 睦浜地区 大須賀第一地区

 27 月 上内田地区 大坂地区 大須賀第二地区

 28 火 西郷地区 中地区 大須賀第三地区

 1 水  土方地区

 2 木  佐束地区

 3 金 　 千浜地区

 6 月  

 7 火 西山口・東山口地区　 

 8 水 南郷・西南郷地区 

 9 木 

 10 金 

 13 月 

 14 火 

 15 水 

地区指定日に
都合の悪い方

地区指定日に
都合の悪い方

地区指定日に
都合の悪い方

地区指定日に
都合の悪い方

掛川第1～
掛川第5地区
掛川第1～
掛川第5地区

日坂・東山・
原田・原泉地区

地区指定日に
都合の悪い方

地区指定日に
都合の悪い方

大須賀支所会場
は3月2日（木）まで。
それ以降は、市役
所または大東支所
会場へお越しくだ
さい。

確定申告書B
（事業所得・不動産所得など）

住宅借入金控除、住宅耐震改修特
別控除、住宅特定改修特別税額控
除、認定長期優良住宅新築等特別
税額控除を受ける申告（全て）

上記の申告は、必要書類をそろえて、税務署の
申告会場（千羽のJA掛川市茶業研修セン
ター）でお願いします。

所
得
の
な
か
っ
た
方

申
告
で
持
参
す
る
物

所得税・市県民税

申告は
お早めに

※土・日曜日は除きます。

平
成
29
年
1
月
1
日
現
在
、
市
内
に
在
住

し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
申
告

が
必
要
で
す
。

①
商
業
、
工
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
を
営
ん

で
い
る
方
や
、
地
代
、
家
賃
、
利
子
、
配

当
、
そ
の
他
所
得
が
あ
る
方

②
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
の
所
得
が
あ

る
方
（
給
与
以
外
の
所
得
が
20
万
円
を
超

え
る
と
、
確
定
申
告
が
必
要
で
す
）

③
日
雇
者
な
ど
で
、事
業
所
か
ら
市
役
所
へ

給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

④
給
与
所
得
者
や
年
金
所
得
者
で
、
雑
損
控

除
や
社
会
保
険
料
控
除
、
医
療
費
控
除
な

ど
の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

①
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定

申
告
書
を
税
務
署
に
提
出
す
る
方

②
給
与
所
得
だ
け
で
、
勤
務
先
の
事
業
所
か

ら
市
役
所
へ
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ

れ
て
い
る
方

③
年
金
所
得
だ
け
で
、
年
金
の
支
払
者
か
ら

市
役
所
へ
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書
が
提

出
さ
れ
て
い
る
方

申
告
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
申
告
を

さ
れ
な
い
と
所
得
の
有
無
が
確
認
で
き
ず
、

各
種
証
明
書
発
行
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の
算
出
や
児
童
扶

養
手
当
な
ど
の
資
料
に
な
り
ま
す
の
で
、
申

告
書
の
提
出
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
申
告
す
る
方
の
本
人
確
認
書
類

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
で
き
る
書
類
（
通

知
カ
ー
ド
な
ど
）

・
身
元
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

②
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）

③
源
泉
徴
収
票
（
給
与
・
年
金
所
得
者
）

④
収
支
内
訳
書
（
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所

得
者
）
※
事
業
用
固
定
資
産
の
税
額
は
納

税
通
知
書
の
課
税
明
細
書
で
確
認

⑤
保
険
な
ど
の
支
払
証
明
書
（
国
民
年
金
掛

金
・
生
命
保
険
料
控
除
や
地
震
保
険
料
控

除
、
ま
た
は
旧
長
期
損
害
保
険
料
控
除
の

あ
る
方
）
※
無
く
し
た
場
合
は
、
掛
川
年

金
事
務
所
や
加
入
先
の
保
険
会
社
な
ど
で

再
発
行
が
可
能

⑥
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
年
間
支
払
額

　（
1
〜
12
月
支
払
分
）
が
わ
か
る
も
の

・
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
・
介
護
保
険
料
の
支
払
額
（
1
月
中

に
市
役
所
か
ら
通
知
）

・
農
業
者
年
金
掛
金
（
農
業
者
年
金
基
金
で

確
認
）

・
小
規
模
企
業
共
済
掛
金
（
商
工
会
議
所
な

ど
で
確
認
）

⑦
扶
養
親
族
の
氏
名
・
続
柄
・
生
年
月
日
・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
・
別
居
の
場
合
は
住
所
が

わ
か
る
も
の

⑧
配
偶
者
の
所
得
金
額
が
わ
か
る
も
の
（
配

偶
者
特
別
控
除
の
あ
る
方
）

⑨
株
式
な
ど
の
配
当
所
得
の
内
訳
書
（
該
当

の
あ
る
方
）

⑩
医
療
費
の
領
収
書
（
医
療
費
控
除
を
申
告

す
る
方
）

⑪
申
告
者
本
人
の
預
金
金
口
座
番
号
が
わ
か

る
も
の
（
通
帳
な
ど
）
※
所
得
税
の
還
付

を
受
け
る
方

自
書
申
告
で
提
出
す
る
だ
け
の
方
は
、
受

付
対
象
地
区
に
か
か
わ
ら
ず
申
告
受
付
期
間

中
は
毎
日
受
け
付
け
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
よ
び
身
元
確
認
書
類
の
写

し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

○
J
A
掛
川
市
茶
業
研
修
セ
ン
タ
ー
の
税
務

署
確
定
申
告
会
場
、
ま
た
は
税
理
士
に
よ

る
無
料
税
務
相
談
所

○
市
役
所
大
東
支
所
の
e
‐
T
a
x
会
場

（
税
務
署
が
設
置
す
る
パ
ソ
コ
ン
へ
入
力

し
て
、
電
子
申
告
し
ま
す
）

※
会
場
の
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
で
紹
介

◎
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
領
収
書
が
必

要
で
す
。

◎
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
予
防
接
種
、
人

間
ド
ッ
ク
や
健
康
診
断
は
、
治
療
行
為
で

は
な
い
た
め
控
除
の
対
象
外
で
す
。

◎
寝
た
き
り
の
方
の
お
む
つ
費
用
の
控
除
を

受
け
る
場
合
は
、
領
収
書
の
ほ
か
、
医
師

が
作
成
す
る
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
が

必
要
で
す
。
な
お
、
2
年
目
以
降
引
き
続

き
受
け
る
場
合
は
、
高
齢
者
支
援
課
（
☎

21
‐
1
1
4
2
）
が
発
行
す
る
主
治
医
意

見
書
の
内
容
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

イ

ー

タ

ッ

ク

ス

平成28年分の申告の時期が近づいてきました。
申告会場は大変混雑します。自宅のパソコンで
国税庁ホームページから申告書を作成して郵送
したり、電子申告のできる「e-Tax」を活用し
たりして申告することをお勧めします。

【申告に関するお問い合わせ】
所 得 税：掛川税務署（☎22-5141）
　　　　　※自動音声案内の指示に従ってください。
市県民税：市役所
　　　　　市税課市民税係（☎21-1136）

イータックス

2月16日●～3月15日● 木 水

申告はお早めに
2月16日●～3月15日●木 水

5 4KOHO  KAKEGAWA 2017.1



市
県
民
税

申
告
が
必
要
な
方

申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
方

自
書
申
告
は
毎
日
受
け
付
け

◆
 
所
得
税
の
確
定
申
告
書
B
（
営
業
、

 農
業
、
不
動
産
な
ど
）
の
申
告
を

 す
る
方
は
次
の
申
告
会
場
へ

◆
医
療
費
控
除
の
注
意
点

1

2 青色申告

3 公共事業以外の土地・家屋の譲渡

4 株式などの譲渡

5 

6 贈与税・相続税の申告

7 消費税の申告

8 仕送り証明を必要とする申告

【受付時間】
 土・日曜日はお休み。平日の正午～午後1時は昼休み。
 市役所・大須賀支所：午前8時30分～11時、午後1時～4時
 大東支所：午前9時～11時、午後1時～4時
 ※混雑の状況により、早めに受け付けを締め切る場合があります。

市県民税　申告相談日程 市役所で受け付けできないもの

申告受付日
掛川区域 大東区域 大須賀区域
市役所
2階テラス

大東支所
2階会議室

大須賀支所
1階会議室

2
月

3
月

 16 木 倉真地区 睦浜地区 大須賀第三地区

 17 金 粟本地区 大坂地区 大須賀第二地区

 20 月 曽我・和田岡地区　中地区 大須賀第一地区

 21 火 城北地区 土方地区 大渕地区

 22 水 　 佐束地区 

 23 木 原谷・桜木地区 千浜地区 大渕地区

 24 金 桜木地区 睦浜地区 大須賀第一地区

 27 月 上内田地区 大坂地区 大須賀第二地区

 28 火 西郷地区 中地区 大須賀第三地区

 1 水  土方地区

 2 木  佐束地区

 3 金 　 千浜地区

 6 月  

 7 火 西山口・東山口地区　 

 8 水 南郷・西南郷地区 

 9 木 

 10 金 

 13 月 

 14 火 

 15 水 

地区指定日に
都合の悪い方

地区指定日に
都合の悪い方

地区指定日に
都合の悪い方

地区指定日に
都合の悪い方

掛川第1～
掛川第5地区
掛川第1～
掛川第5地区

日坂・東山・
原田・原泉地区

地区指定日に
都合の悪い方

地区指定日に
都合の悪い方

大須賀支所会場
は3月2日（木）まで。
それ以降は、市役
所または大東支所
会場へお越しくだ
さい。

確定申告書B
（事業所得・不動産所得など）

住宅借入金控除、住宅耐震改修特
別控除、住宅特定改修特別税額控
除、認定長期優良住宅新築等特別
税額控除を受ける申告（全て）

上記の申告は、必要書類をそろえて、税務署の
申告会場（千羽のJA掛川市茶業研修セン
ター）でお願いします。

所
得
の
な
か
っ
た
方

申
告
で
持
参
す
る
物

所得税・市県民税

申告は
お早めに

※土・日曜日は除きます。

平
成
29
年
1
月
1
日
現
在
、
市
内
に
在
住

し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
申
告

が
必
要
で
す
。

①
商
業
、
工
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
を
営
ん

で
い
る
方
や
、
地
代
、
家
賃
、
利
子
、
配

当
、
そ
の
他
所
得
が
あ
る
方

②
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
の
所
得
が
あ

る
方
（
給
与
以
外
の
所
得
が
20
万
円
を
超

え
る
と
、
確
定
申
告
が
必
要
で
す
）

③
日
雇
者
な
ど
で
、事
業
所
か
ら
市
役
所
へ

給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

④
給
与
所
得
者
や
年
金
所
得
者
で
、
雑
損
控

除
や
社
会
保
険
料
控
除
、
医
療
費
控
除
な

ど
の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

①
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定

申
告
書
を
税
務
署
に
提
出
す
る
方

②
給
与
所
得
だ
け
で
、
勤
務
先
の
事
業
所
か

ら
市
役
所
へ
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ

れ
て
い
る
方

③
年
金
所
得
だ
け
で
、
年
金
の
支
払
者
か
ら

市
役
所
へ
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書
が
提

出
さ
れ
て
い
る
方

申
告
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
申
告
を

さ
れ
な
い
と
所
得
の
有
無
が
確
認
で
き
ず
、

各
種
証
明
書
発
行
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の
算
出
や
児
童
扶

養
手
当
な
ど
の
資
料
に
な
り
ま
す
の
で
、
申

告
書
の
提
出
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
申
告
す
る
方
の
本
人
確
認
書
類

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
で
き
る
書
類
（
通

知
カ
ー
ド
な
ど
）

・
身
元
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

②
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）

③
源
泉
徴
収
票
（
給
与
・
年
金
所
得
者
）

④
収
支
内
訳
書
（
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所

得
者
）
※
事
業
用
固
定
資
産
の
税
額
は
納

税
通
知
書
の
課
税
明
細
書
で
確
認

⑤
保
険
な
ど
の
支
払
証
明
書
（
国
民
年
金
掛

金
・
生
命
保
険
料
控
除
や
地
震
保
険
料
控

除
、
ま
た
は
旧
長
期
損
害
保
険
料
控
除
の

あ
る
方
）
※
無
く
し
た
場
合
は
、
掛
川
年

金
事
務
所
や
加
入
先
の
保
険
会
社
な
ど
で

再
発
行
が
可
能

⑥
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
年
間
支
払
額

　（
1
〜
12
月
支
払
分
）
が
わ
か
る
も
の

・
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
・
介
護
保
険
料
の
支
払
額
（
1
月
中

に
市
役
所
か
ら
通
知
）

・
農
業
者
年
金
掛
金
（
農
業
者
年
金
基
金
で

確
認
）

・
小
規
模
企
業
共
済
掛
金
（
商
工
会
議
所
な

ど
で
確
認
）

⑦
扶
養
親
族
の
氏
名
・
続
柄
・
生
年
月
日
・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
・
別
居
の
場
合
は
住
所
が

わ
か
る
も
の

⑧
配
偶
者
の
所
得
金
額
が
わ
か
る
も
の
（
配

偶
者
特
別
控
除
の
あ
る
方
）

⑨
株
式
な
ど
の
配
当
所
得
の
内
訳
書
（
該
当

の
あ
る
方
）

⑩
医
療
費
の
領
収
書
（
医
療
費
控
除
を
申
告

す
る
方
）

⑪
申
告
者
本
人
の
預
金
金
口
座
番
号
が
わ
か

る
も
の
（
通
帳
な
ど
）
※
所
得
税
の
還
付

を
受
け
る
方

自
書
申
告
で
提
出
す
る
だ
け
の
方
は
、
受

付
対
象
地
区
に
か
か
わ
ら
ず
申
告
受
付
期
間

中
は
毎
日
受
け
付
け
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
よ
び
身
元
確
認
書
類
の
写

し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

○
J
A
掛
川
市
茶
業
研
修
セ
ン
タ
ー
の
税
務

署
確
定
申
告
会
場
、
ま
た
は
税
理
士
に
よ

る
無
料
税
務
相
談
所

○
市
役
所
大
東
支
所
の
e
‐
T
a
x
会
場

（
税
務
署
が
設
置
す
る
パ
ソ
コ
ン
へ
入
力

し
て
、
電
子
申
告
し
ま
す
）

※
会
場
の
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
で
紹
介

◎
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
領
収
書
が
必

要
で
す
。

◎
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
予
防
接
種
、
人

間
ド
ッ
ク
や
健
康
診
断
は
、
治
療
行
為
で

は
な
い
た
め
控
除
の
対
象
外
で
す
。

◎
寝
た
き
り
の
方
の
お
む
つ
費
用
の
控
除
を

受
け
る
場
合
は
、
領
収
書
の
ほ
か
、
医
師

が
作
成
す
る
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
が

必
要
で
す
。
な
お
、
2
年
目
以
降
引
き
続

き
受
け
る
場
合
は
、
高
齢
者
支
援
課
（
☎

21
‐
1
1
4
2
）
が
発
行
す
る
主
治
医
意

見
書
の
内
容
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

イ

ー

タ

ッ

ク

ス

平成28年分の申告の時期が近づいてきました。
申告会場は大変混雑します。自宅のパソコンで
国税庁ホームページから申告書を作成して郵送
したり、電子申告のできる「e-Tax」を活用し
たりして申告することをお勧めします。

【申告に関するお問い合わせ】
所 得 税：掛川税務署（☎22-5141）
　　　　　※自動音声案内の指示に従ってください。
市県民税：市役所
　　　　　市税課市民税係（☎21-1136）

イータックス

2月16日●～3月15日● 木 水

申告はお早めに
2月16日●～3月15日●木 水
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所
得
税
〜
掛
川
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
、

贈
与
税
、消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税（
個
人
）

平
成
28
年
分

申
告
会
場

JA掛川市
茶業研修センター

掛川バイパス 千羽I.C.

旧国道1号 千羽交差点

至静岡至浜松

東部工業団地
エコポリス 　JA掛川市

●緑茶加工施設

■
所
得
税
に
関
す
る
書
類
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　郵
送
に
よ
る
確
定
申
告
書
送
付
先

　
　〒
4
3
6
‐
8
6
5
2
　掛
川
税
務
署
（
住
所
地
記
載
不
要
）

　確
定
申
告
に
関
す
る
電
話
相
談
（
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
、

　消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
、
贈
与
税
）

　
　掛
川
税
務
署（
☎
22
‐
5
1
4
1
）※
自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
告
・
納
税
の
期
限

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
必
要
な
書
類

年
金
所
得
者
の
申
告
を
簡
素
化

年
金
所
得
者
の
持
ち
物

◆
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
期

　限
と
振
替
日

　申
告
期
限

　3
月
15
日
（水）

　納
税
期
限

　3
月
15
日
（水）

　振
替
日

　4
月
20
日
（木）

　※
贈
与
税
の
振
替
納
付
は
で
き
ま
せ
ん

◆
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
（
個
人
）

　の
期
限
と
振
替
日

　申
告
期
限

　3
月
31
日
（金）

　納
税
期
限

　3
月
31
日
（金）

　振
替
日

　4
月
25
日
（火）

　申
告
内
容
・
開
設
状
況
は
次
の
と
お
り
。

◆
「
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
」
「
医
療
費
控

除
」
「
年
金
所
得
者
」
な
ど
の
所
得
税

お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
還
付
申
告

や
贈
与
税
の
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。

J
A
掛
川
市

　茶
業
研
修
セ
ン
タ
ー

（
千
羽
6
0
9
‐
1
　下
記
地
図
）

　期
間

　2
月
9
日
（木）
〜
15
日
（水）

　時
間

　午
前
9
時
〜
午
後
5
時

◆
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確

定
申
告
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ

び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
、
贈
与
税

の
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。

　期
間

　2
月
16
日
（木）
〜
3
月
15
日
（水）

　時
間

　午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※
土
・
日
曜
日
・
祝
日
は
お
休
み
で
す
。

※
な
る
べ
く
午
後
4
時
ま
で
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
2
月
16
日
（木）
〜
3
月
15
日
（水）
の
期
間
、

掛
川
税
務
署
で
は
申
告
書
の
提
出
を
受

け
付
け
ま
す
が
、
税
務
署
内
に
確
定
申

告
会
場
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

①
平
成
28
年
分
給
与
の
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）

②
家
屋
の
登
記
事
項
証
明
書
（
法
務
局
か

ら
交
付
を
受
け
た
原
本
）

③
住
民
票
の
写
し
（
個
人
番
号
が
記
載
さ

れ
て
い
な
い
も
の
を
添
付
）

④
売
買
契
約
書
や
工
事
請
負
契
約
書
の
写

し
（
収
入
印
紙
が
貼
ら
れ
て
い
る
箇
所

の
写
し
も
必
要
）

⑤
住
宅
ロ
ー
ン
の
年
末
残
高
証
明
書

⑥
国
・
地
方
公
共
団
体
の
補
助
金
な
ど
を

受
け
た
場
合
、
そ
の
額
の
わ
か
る
書
類

⑦
申
告
者
本
人
の
預
金
口
座
番
号
が
わ
か

る
も
の
（
通
帳
な
ど
）

⑧
借
入
金
で
家
屋
と
そ
の
家
屋
の
敷
地
を

併
せ
て
取
得
し
た
方

　・
敷
地
の
登
記
事
項
証
明
書
（
原
本
）

　・
敷
地
の
売
買
契
約
書
（
写
し
）

　・
敷
地
に
係
る
借
入
の
年
末
残
高
証
明
書

⑨
認
定
長
期
優
良
住
宅
を
取
得
さ
れ
た
方

　・
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
の
認
定

　通
知
書
の
写
し

　・
住
宅
用
家
屋
証
明
書
（
写
し
）
ま
た

　は
認
定
長
期
優
良
住
宅
建
築
証
明
書

※
認
定
長
期
優
良
住
宅
や
認
定
低
炭
素
住

宅
の
新
築
・
購
入
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や

省
エ
ネ
改
修
工
事
な
ど
は
、
住
宅
ロ
ー

ン
が
な
く
て
も
所
得
税
の
控
除
が
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
平
成
28
年
分
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票

（
原
本
）

②
給
与
所
得
の
あ
る
方
は
、
平
成
28
年
分

給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）

③
平
成
28
年
中
に
支
払
っ
た
国
民
健
康
保

険
料
、
国
民
年
金
保
険
料
な
ど
の
支
払

金
額
が
わ
か
る
も
の

④
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
・
地
震
保
険

料
控
除
証
明
書

⑤
申
告
者
本
人
の
預
金
口
座
番
号
が
わ
か
る

も
の
（
通
帳
な
ど
）

⑥
昨
年
以
前
に
税
務
署
の
申
告
会
場
な
ど

で
電
子
申
告
を
利
用
し
た
方
は
、
利
用

者
識
別
番
号
の
通
知
書
（
申
告
会
場
を

利
用
し
た
方
は
、
会
場
で
交
付
さ
れ
た

緑
色
の
封
筒
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

公
的
年
金
に
係
る
雑
所
得
の
あ
る
方
で
、

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
額
が
4
0
0
万
円
以

下
で
、
か
つ
、
公
的
年
金
な
ど
の
雑
所
得
以

外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
場
合
は
、

確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
（
た

だ
し
、
市
県
民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
）
。

申
告
な
ど
に
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
が
必
要
で
す

社
会
保
障
・
税
番
号

制
度
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
）
の
導
入
に
伴
い
、

申
告
手
続
き
な
ど
に
は
12

ケ
タ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
が
必
要
で
す
。

「
な
り
す
ま
し
」
を
防

止
す
る
た
め
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
記
載
し
た
申
告
書

な
ど
の
書
類
を
提
出
す
る
際
に
は
、
本

人
確
認
書
類
の
確
認
（
ま
た
は
写
し
の

添
付
）
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
例
】

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
顔
写
真
入

り
）
の
み

・
通
知
カ
ー
ド
（
番
号
確
認
書
類
）
と

運
転
免
許
証
や
公
的
医
療
保
険
の
被

保
険
者
証
な
ど
の
身
元
確
認
書
類

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

メ
リ
ッ
ト
い
ろ
い
ろ

・
作
成
し
た
申
告
書
な
ど
は
、
郵
送
な
ど

で
税
務
署
に
提
出
で
き
ま
す
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
定
申
告
の
で
き

る
「
e

-

T
a
x
」
を
利
用
し
て

送
信
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

・
確
定
申
告
期
間
中
は
24
時
間
利
用

で
き
ま
す
。

・
税
制
改
正
に
対
応
し
た
自
動
計
算

機
能
で
、
計
算
誤
り
な
く
申
告
書

な
ど
を
作
成
で
き
ま
す
。

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の

プ
リ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

印
刷
で
き
ま
す
。

国税庁　作成コーナー 検索

納
税
は
、
安
心
・
便
利
な

振
替
納
税
が
お
勧
め
で
す

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
、

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
納
税

は
安
全
で
便
利
な
「
口
座
振
替
」
が

お
勧
め
で
す
。
振
替
納
税
は
、
期
限

ま
で
に
申
告
書
と
預
貯
金
口
座
振
替

依
頼
書
を
提
出

し
た
場
合
に
利

用
で
き
ま
す
。

一
度
手
続
き
を

す
れ
ば
、
継
続

し
て
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま

す
。

税理士による無料税務相談
～確定申告書の作成・受理～

対象　所得税および復興所得税、
 消 費税および地方消費税
とき　2月16日（木）・17日（金）、
 20日（月）～24日（金）、27日
 （月）・28日（火）
　　　午前9時～正午、午後1時～
 3時30分
　　　※混雑状況で早めに終了する場合があります。
ところ　JA掛川市茶業研修センター（千羽609-1）
持ち物　詳細は掛川税務署にお問い合わせください。

※次に該当する場合はJA掛川市茶業研修センター（千羽）の
確定申告会場でご相談ください。

○譲渡所得のある方や贈与税の申告をする方
○消費税および地方消費税、または事業所得のある方など
で、計算が複雑などで相談時間が長引く場合

○青色申告特別控除65万円を受けようとする方（貸借対照表
がすでに作成されている方を除く）

申告はお早めに
2月16日●～3月15日●木 水

申告書はHPからが便利
ホームページ
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所
得
税
〜
掛
川
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
、

贈
与
税
、消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税（
個
人
）

平
成
28
年
分

申
告
会
場

JA掛川市
茶業研修センター

掛川バイパス 千羽I.C.

旧国道1号 千羽交差点

至静岡至浜松

東部工業団地
エコポリス 　JA掛川市

●緑茶加工施設

■
所
得
税
に
関
す
る
書
類
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　郵
送
に
よ
る
確
定
申
告
書
送
付
先

　
　〒
4
3
6
‐
8
6
5
2
　掛
川
税
務
署
（
住
所
地
記
載
不
要
）

　確
定
申
告
に
関
す
る
電
話
相
談
（
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
、

　消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
、
贈
与
税
）

　
　掛
川
税
務
署（
☎
22
‐
5
1
4
1
）※
自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
告
・
納
税
の
期
限

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
必
要
な
書
類

年
金
所
得
者
の
申
告
を
簡
素
化

年
金
所
得
者
の
持
ち
物

◆
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
期

　限
と
振
替
日

　申
告
期
限

　3
月
15
日
（水）

　納
税
期
限

　3
月
15
日
（水）

　振
替
日

　4
月
20
日
（木）

　※
贈
与
税
の
振
替
納
付
は
で
き
ま
せ
ん

◆
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
（
個
人
）

　の
期
限
と
振
替
日

　申
告
期
限

　3
月
31
日
（金）

　納
税
期
限

　3
月
31
日
（金）

　振
替
日

　4
月
25
日
（火）

　申
告
内
容
・
開
設
状
況
は
次
の
と
お
り
。

◆
「
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
」
「
医
療
費
控

除
」
「
年
金
所
得
者
」
な
ど
の
所
得
税

お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
還
付
申
告

や
贈
与
税
の
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。

J
A
掛
川
市

　茶
業
研
修
セ
ン
タ
ー

（
千
羽
6
0
9
‐
1
　下
記
地
図
）

　期
間

　2
月
9
日
（木）
〜
15
日
（水）

　時
間

　午
前
9
時
〜
午
後
5
時

◆
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確

定
申
告
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ

び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
、
贈
与
税

の
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。

　期
間

　2
月
16
日
（木）
〜
3
月
15
日
（水）

　時
間

　午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※
土
・
日
曜
日
・
祝
日
は
お
休
み
で
す
。

※
な
る
べ
く
午
後
4
時
ま
で
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
2
月
16
日
（木）
〜
3
月
15
日
（水）
の
期
間
、

掛
川
税
務
署
で
は
申
告
書
の
提
出
を
受

け
付
け
ま
す
が
、
税
務
署
内
に
確
定
申

告
会
場
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

①
平
成
28
年
分
給
与
の
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）

②
家
屋
の
登
記
事
項
証
明
書
（
法
務
局
か

ら
交
付
を
受
け
た
原
本
）

③
住
民
票
の
写
し
（
個
人
番
号
が
記
載
さ

れ
て
い
な
い
も
の
を
添
付
）

④
売
買
契
約
書
や
工
事
請
負
契
約
書
の
写

し
（
収
入
印
紙
が
貼
ら
れ
て
い
る
箇
所

の
写
し
も
必
要
）

⑤
住
宅
ロ
ー
ン
の
年
末
残
高
証
明
書

⑥
国
・
地
方
公
共
団
体
の
補
助
金
な
ど
を

受
け
た
場
合
、
そ
の
額
の
わ
か
る
書
類

⑦
申
告
者
本
人
の
預
金
口
座
番
号
が
わ
か

る
も
の
（
通
帳
な
ど
）

⑧
借
入
金
で
家
屋
と
そ
の
家
屋
の
敷
地
を

併
せ
て
取
得
し
た
方

　・
敷
地
の
登
記
事
項
証
明
書
（
原
本
）

　・
敷
地
の
売
買
契
約
書
（
写
し
）

　・
敷
地
に
係
る
借
入
の
年
末
残
高
証
明
書

⑨
認
定
長
期
優
良
住
宅
を
取
得
さ
れ
た
方

　・
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
の
認
定

　通
知
書
の
写
し

　・
住
宅
用
家
屋
証
明
書
（
写
し
）
ま
た

　は
認
定
長
期
優
良
住
宅
建
築
証
明
書

※
認
定
長
期
優
良
住
宅
や
認
定
低
炭
素
住

宅
の
新
築
・
購
入
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や

省
エ
ネ
改
修
工
事
な
ど
は
、
住
宅
ロ
ー

ン
が
な
く
て
も
所
得
税
の
控
除
が
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
平
成
28
年
分
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票

（
原
本
）

②
給
与
所
得
の
あ
る
方
は
、
平
成
28
年
分

給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）

③
平
成
28
年
中
に
支
払
っ
た
国
民
健
康
保

険
料
、
国
民
年
金
保
険
料
な
ど
の
支
払

金
額
が
わ
か
る
も
の

④
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
・
地
震
保
険

料
控
除
証
明
書

⑤
申
告
者
本
人
の
預
金
口
座
番
号
が
わ
か
る

も
の
（
通
帳
な
ど
）

⑥
昨
年
以
前
に
税
務
署
の
申
告
会
場
な
ど

で
電
子
申
告
を
利
用
し
た
方
は
、
利
用

者
識
別
番
号
の
通
知
書
（
申
告
会
場
を

利
用
し
た
方
は
、
会
場
で
交
付
さ
れ
た

緑
色
の
封
筒
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

公
的
年
金
に
係
る
雑
所
得
の
あ
る
方
で
、

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
額
が
4
0
0
万
円
以

下
で
、
か
つ
、
公
的
年
金
な
ど
の
雑
所
得
以

外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
場
合
は
、

確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
（
た

だ
し
、
市
県
民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
）
。

申
告
な
ど
に
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
が
必
要
で
す

社
会
保
障
・
税
番
号

制
度
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
）
の
導
入
に
伴
い
、

申
告
手
続
き
な
ど
に
は
12

ケ
タ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
が
必
要
で
す
。

「
な
り
す
ま
し
」
を
防

止
す
る
た
め
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
記
載
し
た
申
告
書

な
ど
の
書
類
を
提
出
す
る
際
に
は
、
本

人
確
認
書
類
の
確
認
（
ま
た
は
写
し
の

添
付
）
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
例
】

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
顔
写
真
入

り
）
の
み

・
通
知
カ
ー
ド
（
番
号
確
認
書
類
）
と

運
転
免
許
証
や
公
的
医
療
保
険
の
被

保
険
者
証
な
ど
の
身
元
確
認
書
類

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

メ
リ
ッ
ト
い
ろ
い
ろ

・
作
成
し
た
申
告
書
な
ど
は
、
郵
送
な
ど

で
税
務
署
に
提
出
で
き
ま
す
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
定
申
告
の
で
き

る
「
e

-

T
a
x
」
を
利
用
し
て

送
信
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

・
確
定
申
告
期
間
中
は
24
時
間
利
用

で
き
ま
す
。

・
税
制
改
正
に
対
応
し
た
自
動
計
算

機
能
で
、
計
算
誤
り
な
く
申
告
書

な
ど
を
作
成
で
き
ま
す
。

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の

プ
リ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

印
刷
で
き
ま
す
。

国税庁　作成コーナー 検索

納
税
は
、
安
心
・
便
利
な

振
替
納
税
が
お
勧
め
で
す

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
、

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
納
税

は
安
全
で
便
利
な
「
口
座
振
替
」
が

お
勧
め
で
す
。
振
替
納
税
は
、
期
限

ま
で
に
申
告
書
と
預
貯
金
口
座
振
替

依
頼
書
を
提
出

し
た
場
合
に
利

用
で
き
ま
す
。

一
度
手
続
き
を

す
れ
ば
、
継
続

し
て
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま

す
。

税理士による無料税務相談
～確定申告書の作成・受理～

対象　所得税および復興所得税、
 消 費税および地方消費税
とき　2月16日（木）・17日（金）、
 20日（月）～24日（金）、27日
 （月）・28日（火）
　　　午前9時～正午、午後1時～
 3時30分
　　　※混雑状況で早めに終了する場合があります。
ところ　JA掛川市茶業研修センター（千羽609-1）
持ち物　詳細は掛川税務署にお問い合わせください。

※次に該当する場合はJA掛川市茶業研修センター（千羽）の
確定申告会場でご相談ください。

○譲渡所得のある方や贈与税の申告をする方
○消費税および地方消費税、または事業所得のある方など
で、計算が複雑などで相談時間が長引く場合

○青色申告特別控除65万円を受けようとする方（貸借対照表
がすでに作成されている方を除く）

申告はお早めに
2月16日●～3月15日●木 水

申告書はHPからが便利
ホームページ
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問IT政策課（☎21-1341）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
に
は

誰
で
も
使
い
や
す
く

来
訪
者
へ
の

　「
お
も
て
な
し
」

はじめました

KAKEGAWA  Free  Wi-Fi  とは

掛川市内で自由に安心して
インターネットを利用できる
国際標準の無線規格である
Wi-Fiを提供するサービスで
す。スマートフォンやタブ
レットなどのモバイル通信端
末からインターネットに接続
し、ホームページの閲覧や
SNSなどへの情報を発信する
ことができます。

官民協働で下記の協力整備事業者とともにエ
リアの拡大を目指しています。

近
年
で
は
、
富
士
山
静
岡
空
港
を
起

点
に
外
国
人
観
光
客
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
「
ラ
グ
ビ
ー
W
杯
2
0
1
9

日
本
大
会
」
や
「
2
0
2
0
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
」
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、
ま
す
ま
す

増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
来
訪
者
に
対
し
て

何
度
も
来
た
く
な
る
「
お
も
て
な
し
」

の
一
つ
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
環

境
を
整
備
し
、
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
整
備
と
利
活
用
を
推
進

す
る
官
民
協
働
の
組
織
「
掛
川
市
公
衆
無

線
L
A
N
推
進
協
議
会
」
が
推
進
し
、
観

光
、
産
業
お
よ
び
地
域
の
振
興
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

同
協
議
会
で
は
、
来
訪
者
が
使
い
や
す

く
す
る
た
め
、
以
下
の
共
通
ル
ー
ル
を
設

け
て
い
ま
す
。

①
S
S
I
D
や
ロ
ゴ
を
統
一

無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
識
別
名
称

（
S
S
I
D
）
や
ロ
ゴ
は
統
一
し
た
も

の
を
使
用
し
ま
す
。

　
　
　

②
利
用
す
る
端
末
を
限
定
し
な
い

外
国
人
観
光
客
で
も
使
用
で
き
る
よ

う
、
特
定
の
通
信
事
業
者
に
限
ら
れ
る

こ
と
な
く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
な
ど
で
使
用
で
き
ま
す
。

③
無
料
で
使
え
る

誰
で
も
無
料
で
使
用
で
き
ま
す
。

④
利
用
者
が
容
易
に
使
用
で
き
る

わ
ず
ら
わ
し
い
手
続
き
な
し
に
使
用

で
き
ま
す
。

ロ
ゴ
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
付
近
で
利
用
で

き
ま
す
。
　

な
お
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
場
所

は
、
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
順
次
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

  掛川市公衆無線LAN推進協議会事務局
◆市役所IT政策課情報化推進係
　☎21-1341

  KAKEGAWA　Free　Wi-Fi　協力整備事業者
◆NTT西日本静岡支店  掛川営業所
　☎（0800）200-0416（フリーアクセス）

◆エレコム株式会社
　SkyLink  サポートセンター
　☎（0570）018-810
　　（ナビダイヤル）

KAKEGAWA  Free  Wi-Fiの

エリア拡大中

市民団体 企業

国
地震・津波対策の実施

静
岡
県

掛川市
地震・津波対策
整備基金

問企画政策課
　☎21-1127／FAX21-1167
　　〒436-8650　長谷1-1-1

地震・津波対策への
寄附金をお願いします
目標額まであと1億1千万円

平
成
25
年
に
発
表
さ
れ
た
静
岡
県
第
4

次
地
震
被
害
想
定
で
は
、
震
度
7
、
津
波

高
が
13
㍍
に
達
す
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
に
よ
り
、
市
内
で
の
死
者
は
約
8
0
0

人
、
建
物
の
40
%
に
あ
た
る
約
2
万
1
0

0
0
棟
が
全
壊
す
る
と
想
定
さ
れ
ま
し
た
。

市
は
、
こ
の
死
者
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
、

地
震
・
津
波
対
策
の
行
動
目
標
と
な
る

「
掛
川
市
地
震
・
津
波
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
。
人
命
を
守
る
こ

と
を
重
視
し
、
市
民
、
地
域
、
企
業
、
市

民
活
動
団
体
、
行
政
が
協
働
し
て
防
災
体

寄
附
の
申
し
込
み
・
振
り
込
み
方
法

寄
附
金
で
防
災
や
津
波
対
策

お
互
い
の
命
を
守
る
た
め
に

制
の
充
実
・
強
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
以
降
も
日
本
各
地
で
大

規
模
災
害
が
発
生
し
、
熊
本
地
震
は
記
憶

に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
で
き
る
だ
け
早

く
防
災
・
減
災
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
少
し
の
善
意
の
積
み
重
ね

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
納
付
書
で
振
り
込
み

=

納
付
書
を
送
付

し
ま
す
。
記
載
さ
れ
て
い
る
金
融
機
関

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
直
接
振
り
込
み

=

振
込
先
を
記
載
し
た

通
知
を
送
付
し
ま
す
（
手
数
料
は
寄
附

さ
れ
る
方
の
負
担
に
な
り
ま
す
）
。

■
郵
便
局
で
振
り
込
み

=

払
込
取
扱
票
を

送
付
し
ま
す
（
手
数
料
は
無
料
で

す
）
。

■
窓
口
に
持
参

=

市
役
所
5
階
東
側
・
企

画
政
策
課
、
大
東
・
大
須
賀
支
所
窓
口

へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
現
金
書
留

=

企
画
政
策
課
宛
て
に
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
料
な
ど
は
寄
附

さ
れ
る
方
の
負
担
に
な
り
ま
す
）
。

寄附金は下記事業に活用されています

1 2

3 4

1 海岸防災林の強化整備  5,631万3千円
2 木造住宅の耐震化補助  1,359万7千円
3 家具の転倒防止など  121万4千円
4 防災ベッド・
　 シェルター設置補助  20万9千円
　　　　　　　　　　　 ※平成27年度末現在

「海岸防災林の見学会」随時受付中
掛川潮騒の杜（海岸防災林）の現場見学会を随時受
け付けています。希望する方は、都市建設部事業調
整室（☎21-1108）までお申し込みください。

掛川市地震・津波対策寄附金推進委員会（中村隆哉
会長）と市は、いつ起こるかわからない大災害に備
えるため、5年間で3億円を目標に平成25年10月か
ら募金活動を展開しています。
これまでに、市民や自治会、企業、市民活動団体か
ら1億9千万円近い善意をいただきました。本当にあ
りがとうございます。今後もみなさんの積極的なご
協力をお願いします。

が
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が

り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

寄
附
金
は
「
地
震
・
津
波
対
策
整
備
基

金
」
に
積
み
立
て
ら
れ
、
国
や
県
の
補
助

金
な
ど
と
合
わ
せ
て
左
の
よ
う
な
防
災
対

策
や
海
岸
防
災
林「
掛
川
潮
騒
の
杜
」づ
く
り

の
整
備
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役
所
1
階
総
合

案
内
、
大
東
支
所
・
大
須
賀
支
所
に
備
え

て
あ
る
寄
附
申
込
書
に
記
入
し
、
郵
送
、

F
A
X
、
窓
口
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法

も
り

KAKEGAWA  Free  Wi-Fi

掛川  寄附金　 検索
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問IT政策課（☎21-1341）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
に
は

誰
で
も
使
い
や
す
く

来
訪
者
へ
の

　「
お
も
て
な
し
」

はじめました

KAKEGAWA  Free  Wi-Fi  とは

掛川市内で自由に安心して
インターネットを利用できる
国際標準の無線規格である
Wi-Fiを提供するサービスで
す。スマートフォンやタブ
レットなどのモバイル通信端
末からインターネットに接続
し、ホームページの閲覧や
SNSなどへの情報を発信する
ことができます。

官民協働で下記の協力整備事業者とともにエ
リアの拡大を目指しています。

近
年
で
は
、
富
士
山
静
岡
空
港
を
起

点
に
外
国
人
観
光
客
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
「
ラ
グ
ビ
ー
W
杯
2
0
1
9

日
本
大
会
」
や
「
2
0
2
0
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
」
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、
ま
す
ま
す

増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
来
訪
者
に
対
し
て

何
度
も
来
た
く
な
る
「
お
も
て
な
し
」

の
一
つ
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
環

境
を
整
備
し
、
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
整
備
と
利
活
用
を
推
進

す
る
官
民
協
働
の
組
織
「
掛
川
市
公
衆
無

線
L
A
N
推
進
協
議
会
」
が
推
進
し
、
観

光
、
産
業
お
よ
び
地
域
の
振
興
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

同
協
議
会
で
は
、
来
訪
者
が
使
い
や
す

く
す
る
た
め
、
以
下
の
共
通
ル
ー
ル
を
設

け
て
い
ま
す
。

①
S
S
I
D
や
ロ
ゴ
を
統
一

無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
識
別
名
称

（
S
S
I
D
）
や
ロ
ゴ
は
統
一
し
た
も

の
を
使
用
し
ま
す
。

　
　
　

②
利
用
す
る
端
末
を
限
定
し
な
い

外
国
人
観
光
客
で
も
使
用
で
き
る
よ

う
、
特
定
の
通
信
事
業
者
に
限
ら
れ
る

こ
と
な
く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
な
ど
で
使
用
で
き
ま
す
。

③
無
料
で
使
え
る

誰
で
も
無
料
で
使
用
で
き
ま
す
。

④
利
用
者
が
容
易
に
使
用
で
き
る

わ
ず
ら
わ
し
い
手
続
き
な
し
に
使
用

で
き
ま
す
。

ロ
ゴ
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
付
近
で
利
用
で

き
ま
す
。
　

な
お
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
場
所

は
、
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
順
次
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

  掛川市公衆無線LAN推進協議会事務局
◆市役所IT政策課情報化推進係
　☎21-1341

  KAKEGAWA　Free　Wi-Fi　協力整備事業者
◆NTT西日本静岡支店  掛川営業所
　☎（0800）200-0416（フリーアクセス）

◆エレコム株式会社
　SkyLink  サポートセンター
　☎（0570）018-810
　　（ナビダイヤル）

KAKEGAWA  Free  Wi-Fiの

エリア拡大中

市民団体 企業

国
地震・津波対策の実施

静
岡
県

掛川市
地震・津波対策
整備基金

問企画政策課
　☎21-1127／FAX21-1167
　　〒436-8650　長谷1-1-1

地震・津波対策への
寄附金をお願いします
目標額まであと1億1千万円

平
成
25
年
に
発
表
さ
れ
た
静
岡
県
第
4

次
地
震
被
害
想
定
で
は
、
震
度
7
、
津
波

高
が
13
㍍
に
達
す
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
に
よ
り
、
市
内
で
の
死
者
は
約
8
0
0

人
、
建
物
の
40
%
に
あ
た
る
約
2
万
1
0

0
0
棟
が
全
壊
す
る
と
想
定
さ
れ
ま
し
た
。

市
は
、
こ
の
死
者
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
、

地
震
・
津
波
対
策
の
行
動
目
標
と
な
る

「
掛
川
市
地
震
・
津
波
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
。
人
命
を
守
る
こ

と
を
重
視
し
、
市
民
、
地
域
、
企
業
、
市

民
活
動
団
体
、
行
政
が
協
働
し
て
防
災
体

寄
附
の
申
し
込
み
・
振
り
込
み
方
法

寄
附
金
で
防
災
や
津
波
対
策

お
互
い
の
命
を
守
る
た
め
に

制
の
充
実
・
強
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
以
降
も
日
本
各
地
で
大

規
模
災
害
が
発
生
し
、
熊
本
地
震
は
記
憶

に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
で
き
る
だ
け
早

く
防
災
・
減
災
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
少
し
の
善
意
の
積
み
重
ね

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
納
付
書
で
振
り
込
み

=

納
付
書
を
送
付

し
ま
す
。
記
載
さ
れ
て
い
る
金
融
機
関

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
直
接
振
り
込
み

=

振
込
先
を
記
載
し
た

通
知
を
送
付
し
ま
す
（
手
数
料
は
寄
附

さ
れ
る
方
の
負
担
に
な
り
ま
す
）
。

■
郵
便
局
で
振
り
込
み

=

払
込
取
扱
票
を

送
付
し
ま
す
（
手
数
料
は
無
料
で

す
）
。

■
窓
口
に
持
参

=

市
役
所
5
階
東
側
・
企

画
政
策
課
、
大
東
・
大
須
賀
支
所
窓
口

へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
現
金
書
留

=

企
画
政
策
課
宛
て
に
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
料
な
ど
は
寄
附

さ
れ
る
方
の
負
担
に
な
り
ま
す
）
。

寄附金は下記事業に活用されています

1 2

3 4

1 海岸防災林の強化整備  5,631万3千円
2 木造住宅の耐震化補助  1,359万7千円
3 家具の転倒防止など  121万4千円
4 防災ベッド・
　 シェルター設置補助  20万9千円
　　　　　　　　　　　 ※平成27年度末現在

「海岸防災林の見学会」随時受付中
掛川潮騒の杜（海岸防災林）の現場見学会を随時受
け付けています。希望する方は、都市建設部事業調
整室（☎21-1108）までお申し込みください。

掛川市地震・津波対策寄附金推進委員会（中村隆哉
会長）と市は、いつ起こるかわからない大災害に備
えるため、5年間で3億円を目標に平成25年10月か
ら募金活動を展開しています。
これまでに、市民や自治会、企業、市民活動団体か
ら1億9千万円近い善意をいただきました。本当にあ
りがとうございます。今後もみなさんの積極的なご
協力をお願いします。

が
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が

り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

寄
附
金
は
「
地
震
・
津
波
対
策
整
備
基

金
」
に
積
み
立
て
ら
れ
、
国
や
県
の
補
助

金
な
ど
と
合
わ
せ
て
左
の
よ
う
な
防
災
対

策
や
海
岸
防
災
林「
掛
川
潮
騒
の
杜
」づ
く
り

の
整
備
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役
所
1
階
総
合

案
内
、
大
東
支
所
・
大
須
賀
支
所
に
備
え

て
あ
る
寄
附
申
込
書
に
記
入
し
、
郵
送
、

F
A
X
、
窓
口
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法

も
り

KAKEGAWA  Free  Wi-Fi

掛川  寄附金　 検索
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小笠
医師会

小笠掛川
歯科医師会

小笠
医師会

小笠掛川
歯科医師会

小笠袋井
薬剤師会
小笠袋井
薬剤師会

掛川市
介護支援専門員
連絡協議会

掛川市
介護支援専門員
連絡協議会

中東遠総合
医療センター
中東遠総合
医療センター

げ
る
役
目
が
あ
る
た
め
、
痛
み
の
軽
減
や

症
状
の
進
行
を
抑
制
す
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。
痛
み
の
程
度
に
よ
っ
て
、
下
肢
挙
上

運
動
（
あ
お
向
け
に
寝
て
伸
ば
し
た
足
を

挙
げ
る
運
動
）
や
温
水
プ
ー
ル
で
の
歩

行
、
自
転
車
こ
ぎ
な
ど
無
理
の
な
い
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
始
め
ま
す
。

や
り
方
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
医
師
や

理
学
療
法
士
の
指
導
を
受
け
、
少
し
の
運

動
で
あ
っ
て
も
毎
日
続
け
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
体
重
も
膝
の
痛
み
に
影
響
し
ま
す

の
で
、
太
め
の
方
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
も
有
効

で
す
。

変
形
に
よ
り
不
安
定
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
膝
の
負
担
の
軽
減
の
た
め
、
膝
関
節
装

具
を
使
う
な
ど
し
ま
す
。
ま
た
、
O
脚
で

膝
の
内
側
の
痛
み
が
強
い
場
合
、
足
底
板

（
中
敷
）
を
敷
く
方
法
も
あ
り
ま
す
。

と
り

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
今
年

が
す
ば
ら
し
き
良
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う

に
、
職
員
と
と
も
に
最
善
の
行
政
運
営
に

取
り
組
ん
で
い
く
覚
悟
で
す
。
皆
様
の
一

層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

毎
年
12
月
に
発
表
さ
れ
る
そ
の
年
の
世

相
を
表
す
「
漢
字
一
文
字
」
に
つ
い
て
で

す
が
、
昨
年
は
「
金
」
で
し
た
。
リ
オ
五

輪
の
日
本
人
選
手
の
「
金
メ
ダ
ル
ラ
ッ

シ
ュ
」
や
前
東
京
都
知
事
の
「
政
治
と

金
」
の
問
題
な
ど
が
理
由
の
よ
う
で
す
。

掛
川
市
に
お
い
て
は
「
地
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」
が
全
市
一
斉
に
動
き
出
し
ま
し

た
の
で
、
「
地
域
の
絆
」
を
確
か
な
も
の

に
す
る
意
味
か
ら
も
「
絆
」
で
あ
れ
ば
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
一
年
間
を
振
り
返
っ
て

み
ま
す
と
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
ラ
イ
フ
研
究

会
」
や
「
掛
川
市
健
康
づ
く
り
食
生
活
推

進
協
議
会
」
が
県
知
事
表
彰
を
受
賞
す
る

な
ど
市
民
活
動
が
活
発
に
展
開
さ
れ
、
企

業
の
社
会
貢
献
活
動
に
お
い
て
も
、
事
業

所
内
保
育
所
の
整
備
や
障
が
い
者
を
雇
用

す
る
特
例
子
会
社
の
設
立
、
森
林
果
樹
公

園
「
ア
ト
リ
エ
」
の
オ
ー
プ
ン
な
ど
「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
開
花
の
年
」
に
ふ
さ
わ

し
い
一
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
で
も
、
全
国
茶
品
評
会
で
19

回
目
と
な
る
日
本
一
の
産
地
賞
の
受
賞
、

リ
オ
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
2
つ
の
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
た
山
本
篤
選
手
や
人
間
国
宝

の
大
角
幸
枝
さ
ん
に
新
た
に
創
設
し
た

「
市
民
栄
誉
賞
」
の
贈
呈
、
ま
た
、
小
学

6
年
生
と
中
学
3
年
生
が
受
け
た
「
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
で
は
全
国
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
成
績
で
あ
っ
た
な
ど
、
大
変

う
れ
し
い
話
題
が
多
か
っ
た
年
で
も
あ
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し
た

こ
と
や
「
つ
ま
恋
」
が
昨
年
末
で
営
業
を

終
了
す
る
な
ど
残
念
な
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り

ま
し
た
。

今
年
は
、
「
第
2
次
掛
川
市
総
合
計

画
」
に
基
づ
い
て
策
定
し
た
「
平
成
29
年

度
掛
川
市
行
政
経
営
方
針
」
に
沿
っ
て
、

「
し
ご
と
づ
く
り
」
や
「
子
育
て
支
援
」

を
主
要
課
題
に
、
真
に
必
要
な
施
策
を
戦

略
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ず
、
「
し
ご
と
づ
く
り
」
に
つ
い
て

は
、
平
成
26
年
の
製
造
品
出
荷
額
が
1
兆

6
7
4
億
円
と
県
内
第
6
位
に
な
る
な

ど
、
市
内
企
業
が
活
発
に
経
営
展
開
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
事

業
と
の
連
携
を
図
り
、
さ
ら
な
る
企
業
誘

致
を
進
め
る
と
と
も
に
新
た
な
雇
用
創
出

と
定
住
人
口
の
増
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
「
子
育
て
支
援
」
に
つ
い
て

は
、
新
た
に
定
員
1
2
0
人
の
保
育
園
を

2
園
新
設
す
る
な
ど
待
機
児
童
ゼ
ロ
に
努

め
る
と
と
も
に
「
大
東
大
須
賀
区
域
認
定

こ
ど
も
園
化
」
の
推
進
や
「
か
け
が
わ
乳

幼
児
教
育
未
来
学
会
」
の
展
開
、
大
学
と

連
携
し
た
子
育
て
支
援
「
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

の
す
す
め
」
の
推
進
な
ど
、
市
民
総
ぐ
る

み
で
次
世
代
を
育
成
す
る
体
制
と
環
境
整

備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
は
酉
年
で
す
。
酉
年
は

習
い
事
な
ど
で
結
果
が
得
ら
れ
、
学
問
や

商
売
な
ど
で
も
成
果
が
上
が
る
年
だ
そ
う

で
す
の
で
、
「
希
望
が
見
え
る
ま
ち
、
誰

も
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち
掛
川
」
の
実
現

に
向
け
、
必
要
な
施
策
展
開
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

小笠医師会  その41
（☎23-4372）

変
形
性
膝
関
節
症
に
つ
い
て

中
高
年
の
膝
の
痛
み
で
一
番
多
い
の

は
、
変
形
性
膝
関
節
症
と
い
う
病
気
で
、

ク
ッ
シ
ョ
ン
の
役
目
を
す
る
膝
の
軟
骨
が

弱
く
な
り
、
そ
の
負
担
に
耐
え
ら
れ
な
く

な
っ
た
状
態
で
す
。

膝
の
痛
み
が
あ
る
と
、
仕
事
や
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
日
常
生
活
に
も
影
響
し
ま
す
し
、

旅
行
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
も
歩
く
の
が

不
安
で
・
・
・
と
い
っ
た
方
も
多
く
い
ま

す
。
そ
の
治
療
法
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

初
期
に
は
自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
進
行
し
て
く
る
と
正
座
や
階
段
が
つ

ら
く
な
っ
た
り
、
水
が
た
ま
っ
た
り
し
、

重
度
に
な
る
と
歩
行
困
難
に
な
り
ま
す
。

症
状
が
強
い
場
合
は
手
術
に
な
り
ま
す

が
、
以
下
の
よ
う
な
保
存
療
法

で
も
痛
み
を
軽
減
で
き
ま
す
。

膝
関
節
周
り
の
太
も
も
な
ど

の
筋
肉
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
鍛

え
る
治
療
法
で
す
。
筋
肉
に
は

関
節
へ
の
負
担
や
衝
撃
を
和
ら

ひ
ざ

装
具
療
法

薬
物
療
法

関
節
注
射

運
動
療
法

潤
滑
液
の
働
き
を
す
る
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸

を
注
射
し
ま
す
。
ヒ
ア
ル
ロ
ン
注
射
に
は

軟
骨
を
保
護
し
炎
症
を
抑
え
る
効
果
が
あ

り
ま
す
が
、
内
服
で
は
効
果
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
ほ
か
炎
症
を
抑
え
る
ス
テ
ロ
イ

ド
注
射
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

膝
関
節
に
起
き
た
炎
症
を
消
炎
鎮
痛
剤

で
抑
え
る
治
療
法
で
す
。
湿
布
や
軟
膏
な

ど
の
外
用
薬
も
併
用
し
て
使
う
場
合
が
あ

り
ま
す
。
薬
物
療
法
で
は
変
形
を
抑
制
す

る
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
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歯科医師会

小笠
医師会

小笠掛川
歯科医師会

小笠袋井
薬剤師会
小笠袋井
薬剤師会

掛川市
介護支援専門員
連絡協議会

掛川市
介護支援専門員
連絡協議会

中東遠総合
医療センター
中東遠総合
医療センター

げ
る
役
目
が
あ
る
た
め
、
痛
み
の
軽
減
や

症
状
の
進
行
を
抑
制
す
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。
痛
み
の
程
度
に
よ
っ
て
、
下
肢
挙
上

運
動
（
あ
お
向
け
に
寝
て
伸
ば
し
た
足
を

挙
げ
る
運
動
）
や
温
水
プ
ー
ル
で
の
歩

行
、
自
転
車
こ
ぎ
な
ど
無
理
の
な
い
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
始
め
ま
す
。

や
り
方
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
医
師
や

理
学
療
法
士
の
指
導
を
受
け
、
少
し
の
運

動
で
あ
っ
て
も
毎
日
続
け
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
体
重
も
膝
の
痛
み
に
影
響
し
ま
す

の
で
、
太
め
の
方
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
も
有
効

で
す
。

変
形
に
よ
り
不
安
定
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
膝
の
負
担
の
軽
減
の
た
め
、
膝
関
節
装

具
を
使
う
な
ど
し
ま
す
。
ま
た
、
O
脚
で

膝
の
内
側
の
痛
み
が
強
い
場
合
、
足
底
板

（
中
敷
）
を
敷
く
方
法
も
あ
り
ま
す
。

と
り

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
今
年

が
す
ば
ら
し
き
良
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う

に
、
職
員
と
と
も
に
最
善
の
行
政
運
営
に

取
り
組
ん
で
い
く
覚
悟
で
す
。
皆
様
の
一

層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

毎
年
12
月
に
発
表
さ
れ
る
そ
の
年
の
世

相
を
表
す
「
漢
字
一
文
字
」
に
つ
い
て
で

す
が
、
昨
年
は
「
金
」
で
し
た
。
リ
オ
五

輪
の
日
本
人
選
手
の
「
金
メ
ダ
ル
ラ
ッ

シ
ュ
」
や
前
東
京
都
知
事
の
「
政
治
と

金
」
の
問
題
な
ど
が
理
由
の
よ
う
で
す
。

掛
川
市
に
お
い
て
は
「
地
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」
が
全
市
一
斉
に
動
き
出
し
ま
し

た
の
で
、
「
地
域
の
絆
」
を
確
か
な
も
の

に
す
る
意
味
か
ら
も
「
絆
」
で
あ
れ
ば
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
一
年
間
を
振
り
返
っ
て

み
ま
す
と
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
ラ
イ
フ
研
究

会
」
や
「
掛
川
市
健
康
づ
く
り
食
生
活
推

進
協
議
会
」
が
県
知
事
表
彰
を
受
賞
す
る

な
ど
市
民
活
動
が
活
発
に
展
開
さ
れ
、
企

業
の
社
会
貢
献
活
動
に
お
い
て
も
、
事
業

所
内
保
育
所
の
整
備
や
障
が
い
者
を
雇
用

す
る
特
例
子
会
社
の
設
立
、
森
林
果
樹
公

園
「
ア
ト
リ
エ
」
の
オ
ー
プ
ン
な
ど
「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
開
花
の
年
」
に
ふ
さ
わ

し
い
一
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
で
も
、
全
国
茶
品
評
会
で
19

回
目
と
な
る
日
本
一
の
産
地
賞
の
受
賞
、

リ
オ
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
2
つ
の
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
た
山
本
篤
選
手
や
人
間
国
宝

の
大
角
幸
枝
さ
ん
に
新
た
に
創
設
し
た

「
市
民
栄
誉
賞
」
の
贈
呈
、
ま
た
、
小
学

6
年
生
と
中
学
3
年
生
が
受
け
た
「
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
で
は
全
国
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
成
績
で
あ
っ
た
な
ど
、
大
変

う
れ
し
い
話
題
が
多
か
っ
た
年
で
も
あ
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し
た

こ
と
や
「
つ
ま
恋
」
が
昨
年
末
で
営
業
を

終
了
す
る
な
ど
残
念
な
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り

ま
し
た
。

今
年
は
、
「
第
2
次
掛
川
市
総
合
計

画
」
に
基
づ
い
て
策
定
し
た
「
平
成
29
年

度
掛
川
市
行
政
経
営
方
針
」
に
沿
っ
て
、

「
し
ご
と
づ
く
り
」
や
「
子
育
て
支
援
」

を
主
要
課
題
に
、
真
に
必
要
な
施
策
を
戦

略
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ず
、
「
し
ご
と
づ
く
り
」
に
つ
い
て

は
、
平
成
26
年
の
製
造
品
出
荷
額
が
1
兆

6
7
4
億
円
と
県
内
第
6
位
に
な
る
な

ど
、
市
内
企
業
が
活
発
に
経
営
展
開
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
事

業
と
の
連
携
を
図
り
、
さ
ら
な
る
企
業
誘

致
を
進
め
る
と
と
も
に
新
た
な
雇
用
創
出

と
定
住
人
口
の
増
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
「
子
育
て
支
援
」
に
つ
い
て

は
、
新
た
に
定
員
1
2
0
人
の
保
育
園
を

2
園
新
設
す
る
な
ど
待
機
児
童
ゼ
ロ
に
努

め
る
と
と
も
に
「
大
東
大
須
賀
区
域
認
定

こ
ど
も
園
化
」
の
推
進
や
「
か
け
が
わ
乳

幼
児
教
育
未
来
学
会
」
の
展
開
、
大
学
と

連
携
し
た
子
育
て
支
援
「
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

の
す
す
め
」
の
推
進
な
ど
、
市
民
総
ぐ
る

み
で
次
世
代
を
育
成
す
る
体
制
と
環
境
整

備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
は
酉
年
で
す
。
酉
年
は

習
い
事
な
ど
で
結
果
が
得
ら
れ
、
学
問
や

商
売
な
ど
で
も
成
果
が
上
が
る
年
だ
そ
う

で
す
の
で
、
「
希
望
が
見
え
る
ま
ち
、
誰

も
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち
掛
川
」
の
実
現

に
向
け
、
必
要
な
施
策
展
開
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

小笠医師会  その41
（☎23-4372）

変
形
性
膝
関
節
症
に
つ
い
て

中
高
年
の
膝
の
痛
み
で
一
番
多
い
の

は
、
変
形
性
膝
関
節
症
と
い
う
病
気
で
、

ク
ッ
シ
ョ
ン
の
役
目
を
す
る
膝
の
軟
骨
が

弱
く
な
り
、
そ
の
負
担
に
耐
え
ら
れ
な
く

な
っ
た
状
態
で
す
。

膝
の
痛
み
が
あ
る
と
、
仕
事
や
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
日
常
生
活
に
も
影
響
し
ま
す
し
、

旅
行
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
も
歩
く
の
が

不
安
で
・
・
・
と
い
っ
た
方
も
多
く
い
ま

す
。
そ
の
治
療
法
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

初
期
に
は
自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
進
行
し
て
く
る
と
正
座
や
階
段
が
つ

ら
く
な
っ
た
り
、
水
が
た
ま
っ
た
り
し
、

重
度
に
な
る
と
歩
行
困
難
に
な
り
ま
す
。

症
状
が
強
い
場
合
は
手
術
に
な
り
ま
す

が
、
以
下
の
よ
う
な
保
存
療
法

で
も
痛
み
を
軽
減
で
き
ま
す
。

膝
関
節
周
り
の
太
も
も
な
ど

の
筋
肉
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
鍛

え
る
治
療
法
で
す
。
筋
肉
に
は

関
節
へ
の
負
担
や
衝
撃
を
和
ら

ひ
ざ

装
具
療
法

薬
物
療
法

関
節
注
射

運
動
療
法

潤
滑
液
の
働
き
を
す
る
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸

を
注
射
し
ま
す
。
ヒ
ア
ル
ロ
ン
注
射
に
は

軟
骨
を
保
護
し
炎
症
を
抑
え
る
効
果
が
あ

り
ま
す
が
、
内
服
で
は
効
果
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
ほ
か
炎
症
を
抑
え
る
ス
テ
ロ
イ

ド
注
射
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

膝
関
節
に
起
き
た
炎
症
を
消
炎
鎮
痛
剤

で
抑
え
る
治
療
法
で
す
。
湿
布
や
軟
膏
な

ど
の
外
用
薬
も
併
用
し
て
使
う
場
合
が
あ

り
ま
す
。
薬
物
療
法
で
は
変
形
を
抑
制
す

る
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
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各医療機関の診療案内は、平成28年7月号折込の  保存版 「小笠医師会管内　医療機関診療案内」
または市ホームページ（トップページ左上の  災害・緊急・支援情報  －  救急医療 ）をご利用ください。
※小笠掛川急患診療所では、「交通事故」と「労災」の診察をお受けできません。該当する方は指定医療機関で受診してください。
※救急医療は、あくまでも救急のためのものです。急病以外は通常の診療時間内に開業医を受診してください。

救急医療のお知らせ 受診前に連絡を！

保健予防課 （　23-8111）

会場 徳育：徳育保健センター（御所原）
 大東：大東保健センター（三俣）

2月

救急車？まずは急患診療所
中東遠総合医療センターの救急医療は、入

院や手術が必要な重症患者さんを中心に
行っています。
外来で対処可能な患者さんは、小笠掛川

急患診療所での受診をお願いします。
急患診療所は、掛川インターチェンジ東

側の希望の丘内・中部ふくしあ棟2階にあり、
医師や看護師が対応しています。

2月の健康案内

保健師・栄養士だより
 検（健）診を受けて今年一年も健康に!

●各健診とも、上記日程で都合のよい日に受けてください。
●赤ちゃんの身体測定は、徳育保健センターの開館日午前9時～午後4時
に、いつでも身長や体重を測ることができます。
※転入された方へ　高校3年生以下の子どもがいる保護者で、まだ予防接種

の手続きが済んでいない場合は、母子健康手帳を持っ
て徳育保健センターへお越しください。

KAKEGAWA  C I T Y  L I B R A R Y

図書館へ行こう

ワクワク・ドキドキ♪　今月紹介する話題の本

★は各館へ申し込み、■は直接会場へし物・展示催 市内34か所へ！  移動図書館

本のよみきかせと楽しい手遊び 絵本のよみきかせと簡単な工作

おすすめ絵本の紹介「え（ほ）んむすび」

よみきかせ会 ひまわりのおはなし会
中　央：毎週水曜日　午後3時～

対　象： 幼児から小学校低学年
中　央：2月11日（土・祝）・25日（土） 午後3時～3時30分
大　東： 2月  4日・18日（土） 午前10時30分～11時10分
大須賀： 2月  4日・18日・25日（土） 午後3時～3時30分

対　象：家庭でよみきかせをしたい方
中　央：2月17日（金）午前10時30分～11時　

絵

蕪村
日本人の
こころの言葉

藤田真一/著
（創元社）

多田千尋/著
（ひかりのくに）

おばあちゃんは
遊びの達人

中川李枝子/作
山脇百合子/絵
（福音館書店）

ぐりとぐらの
1ねんかん

図書館関係者が
お薦めの1冊を
紹介します

掛川
IC

広場

掛川東病院

小笠掛川急患診療所（受付2階）
希望の丘内

Ｎ

BooKリレー○19

子どもたちの大好きなぐりとぐらの
1年間の様子が、ひと月ごと描かれ
た大判の絵本です。季節感あふれる
絵とリズムのよい詩。「あたらしい
とし　おめでとう　1ねんじゅう　
よい日でありますように」

北部
おおぞら号

南部
コスモス号

市立
図書館

▲子ども読書活動推進会議
　委員・小関秀俊さん

小学校、公民館、農協などを巡回しま
す。日程は図書館へ問い合わせるか、
図書館ホームページをご覧ください。

昔懐かしいおはじきや、お手玉、あ
やとり、折り紙、草花遊びなど、触
れ合いやぬくもりを感じられる楽し
い遊びが、イラスト入りで紹介され
ています。『おじいちゃんは遊びの
名人』もあります。

■中央図書館（☎24-5921）
　午前9時～午後5時（水・木曜日は午後7時まで）
　2月の休館日：毎週月曜日、24日（金）
■大東図書館（☎72-1143）
　午前9時～午後5時（木曜日は午後7時まで）
　2月の休館日：毎週月曜日、11日（土・祝）
　2月21日（火）～24日（金）蔵書点検のため休館します
■大須賀図書館（☎48-5269）
　午前9時～午後5時（金曜日は午後7時まで）
　2月の休館日：毎週月曜日、11日（土・祝）、23日（木）

対　象：乳幼児と保護者
中　央：2月   3日・ 10日（金） 午前10時30分～11時
大　東：2月   3日・ 10日（金） 午前10時30分～11時
大須賀：2月 17日・ 24日（金） 午前10時30分～11時
※　　のおはなし会では子育てコンシェルジュが
　手遊びや育児相談などを行っています。

新たな一年が始まりました。目標に向かって毎日を過ごす
ためにも、健康な体でいたいものですね。
みなさんは日ごろ、自分の体に目を向けていますか?自覚

症状がなくても、実は体がダメージを受けていることも…。
検診は、体の状態を正しく知ることができ、病気の早期発見
に有効です。市が助成する平成29年度の検（健）診につい
て、1月から申し込みを受け付けます（18ページ参照）。一年
間心身ともに健康な状態で過ごすために、積極的に受診しま
しょう。

徳育

徳育

徳育

大東

徳育

徳育

徳育

大東

6か月児健康相談
9：15～9：45

2歳2か月児
健康診査

13：00～13：30

3歳児健康診査
13：00～13：30

離乳食教室
（もぐもぐごっくん教室）
9：15～9：30

 1 水 平成28年 7月   1日 ～15日出生児

 15 水 平成28年  6～7月出生児

 21 火 平成28年 7月 16日 ～31日出生児

 9 木 平成27年 7月   1日 ～15日出生児

 17 金 平成27年 7月 16日 ～31日出生児

 1 水 平成26年11月   1日 ～15日出生児

 15 水 平成26年10～11月出生児

 21 火 平成26年11月 16日～30日出生児

 7 火 平成26年 1月   1日 ～15日出生児

13 月 平成26年 1月 16日 ～31日出生児

 事業名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会場

徳育

徳育

健診・相談・予防接種
説明会

9：15～9：30
徳育 3 金 平成28年12月出生児

 2 木

 22 水
4～8か月児の親（予約制）
※2日（木）は託児なし

 

1歳6か月児健康診査
13：00～13：30

パパママセミナー（両親育児編）
13：15～13：30  24 金 出産を控えた夫婦（予約制）

月～金曜日（平日夜間）診療科：内科、小児科
●19：00～22：00（受付 21：30まで）
　小笠掛川急患診療所（杉谷南1-1-30  ☎61-1299・FAX61-1400）

土曜日
●12：00～17：00　市内の開業医院
　診療案内　中央消防署（☎21-0119）、市役所日直（☎21-1111）

日曜日・祝日　診療科：内科、小児科、外科、歯科（午前）
●9：00～12：00（受付 11：30まで）、13：00～17：00（受付 16：30まで）
　小笠掛川急患診療所（杉谷南1-1-30  ☎61-1299・FAX61-1400）

静岡こども救急電話相談　 ＃8000
　子どもの急な発熱や病気、けがで夜間または休日に受診しようか迷っ
たときはお電話ください。保健師や看護師が相談に応じます。
■固定電話（プッシュ回線）・携帯電話 ⇒☎#8000
■固定電話（ダイヤル回線）・IP電話 ⇒☎054-247-9910
平日 18：00～翌朝8：00／土曜 13：00～翌朝8：00／日･祝 8：00～翌朝8：00

検（健）診の結果はきちんと確認を!
●結果に問題がない方
今後も定期的に受診し、健康な体を維持
しましょう。

●問題がある方、精密検査を勧められた方
速やかに必要な検査を受けましょう。

著者・今野敏のミステリー性を
重視した警察小説『隠蔽捜査』を
お薦めします。
警察庁の官僚である主人公が、

全ての判断を委ねられ、一切の雑
音をシャットアウトしながらみず
からの信念を貫き通すことによっ
て、難事件を解決していく申し分
ない展開の小説です。

こん

いんぺい

の びん

　　　　

★折り紙教室「おひなさま」　大東　　　
　とき：2月4日（土）・12日（日）午前9時30分～11時30分　　　
　※2日間で1作品作ります。
　※1月17日（火）から電話、来館で申し込み（材料費負担あり）
■「富士山と茶娘」の布作品展　大須賀　
　期間：2月5日（日）～26日（日）
■堤腰和余「ひとり語り」（文学作品の紹介と朗読）　中央　
　とき：2月12日（日）午後1時30分～3時
■「語り：耳なし芳一」　大東
　水谷房江さんによる迫真の語りをご堪能ください。
　とき：2月26日（日）午前10時～11時15分
■郷土ゆかりの部屋展示　大東
　国学コーナー「寒を感じて冬を愉しむ」
　期間：現在展示中～2月5日（日）

たの

たんのう

つつみこし かず よ

定型にとらわれない斬新な俳諧や比
類ない画力で描いた絵画などを生み
出した江戸時代のマルチアーティス
ト与謝蕪村を、俳諧や手紙の一文な
ど、52のキーワードを基に解き明か
していきます。

ざん
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各医療機関の診療案内は、平成28年7月号折込の  保存版 「小笠医師会管内　医療機関診療案内」
または市ホームページ（トップページ左上の  災害・緊急・支援情報  －  救急医療 ）をご利用ください。
※小笠掛川急患診療所では、「交通事故」と「労災」の診察をお受けできません。該当する方は指定医療機関で受診してください。
※救急医療は、あくまでも救急のためのものです。急病以外は通常の診療時間内に開業医を受診してください。

救急医療のお知らせ 受診前に連絡を！

保健予防課 （　23-8111）

会場 徳育：徳育保健センター（御所原）
 大東：大東保健センター（三俣）

2月

救急車？まずは急患診療所
中東遠総合医療センターの救急医療は、入

院や手術が必要な重症患者さんを中心に
行っています。
外来で対処可能な患者さんは、小笠掛川

急患診療所での受診をお願いします。
急患診療所は、掛川インターチェンジ東

側の希望の丘内・中部ふくしあ棟2階にあり、
医師や看護師が対応しています。

2月の健康案内

保健師・栄養士だより
 検（健）診を受けて今年一年も健康に!

●各健診とも、上記日程で都合のよい日に受けてください。
●赤ちゃんの身体測定は、徳育保健センターの開館日午前9時～午後4時
に、いつでも身長や体重を測ることができます。
※転入された方へ　高校3年生以下の子どもがいる保護者で、まだ予防接種

の手続きが済んでいない場合は、母子健康手帳を持っ
て徳育保健センターへお越しください。

KAKEGAWA  C I T Y  L I B R A R Y

図書館へ行こう

ワクワク・ドキドキ♪　今月紹介する話題の本

★は各館へ申し込み、■は直接会場へし物・展示催 市内34か所へ！  移動図書館

本のよみきかせと楽しい手遊び 絵本のよみきかせと簡単な工作

おすすめ絵本の紹介「え（ほ）んむすび」

よみきかせ会 ひまわりのおはなし会
中　央：毎週水曜日　午後3時～

対　象： 幼児から小学校低学年
中　央：2月11日（土・祝）・25日（土） 午後3時～3時30分
大　東： 2月  4日・18日（土） 午前10時30分～11時10分
大須賀： 2月  4日・18日・25日（土） 午後3時～3時30分

対　象：家庭でよみきかせをしたい方
中　央：2月17日（金）午前10時30分～11時　

絵

蕪村
日本人の
こころの言葉

藤田真一/著
（創元社）

多田千尋/著
（ひかりのくに）

おばあちゃんは
遊びの達人

中川李枝子/作
山脇百合子/絵
（福音館書店）

ぐりとぐらの
1ねんかん

図書館関係者が
お薦めの1冊を
紹介します

掛川
IC

広場

掛川東病院

小笠掛川急患診療所（受付2階）
希望の丘内

Ｎ

BooKリレー○19

子どもたちの大好きなぐりとぐらの
1年間の様子が、ひと月ごと描かれ
た大判の絵本です。季節感あふれる
絵とリズムのよい詩。「あたらしい
とし　おめでとう　1ねんじゅう　
よい日でありますように」

北部
おおぞら号

南部
コスモス号

市立
図書館

▲子ども読書活動推進会議
　委員・小関秀俊さん

小学校、公民館、農協などを巡回しま
す。日程は図書館へ問い合わせるか、
図書館ホームページをご覧ください。

昔懐かしいおはじきや、お手玉、あ
やとり、折り紙、草花遊びなど、触
れ合いやぬくもりを感じられる楽し
い遊びが、イラスト入りで紹介され
ています。『おじいちゃんは遊びの
名人』もあります。

■中央図書館（☎24-5921）
　午前9時～午後5時（水・木曜日は午後7時まで）
　2月の休館日：毎週月曜日、24日（金）
■大東図書館（☎72-1143）
　午前9時～午後5時（木曜日は午後7時まで）
　2月の休館日：毎週月曜日、11日（土・祝）
　2月21日（火）～24日（金）蔵書点検のため休館します
■大須賀図書館（☎48-5269）
　午前9時～午後5時（金曜日は午後7時まで）
　2月の休館日：毎週月曜日、11日（土・祝）、23日（木）

対　象：乳幼児と保護者
中　央：2月   3日・ 10日（金） 午前10時30分～11時
大　東：2月   3日・ 10日（金） 午前10時30分～11時
大須賀：2月 17日・ 24日（金） 午前10時30分～11時
※　　のおはなし会では子育てコンシェルジュが
　手遊びや育児相談などを行っています。

新たな一年が始まりました。目標に向かって毎日を過ごす
ためにも、健康な体でいたいものですね。
みなさんは日ごろ、自分の体に目を向けていますか?自覚

症状がなくても、実は体がダメージを受けていることも…。
検診は、体の状態を正しく知ることができ、病気の早期発見
に有効です。市が助成する平成29年度の検（健）診につい
て、1月から申し込みを受け付けます（18ページ参照）。一年
間心身ともに健康な状態で過ごすために、積極的に受診しま
しょう。

徳育

徳育

徳育

大東

徳育

徳育

徳育

大東

6か月児健康相談
9：15～9：45

2歳2か月児
健康診査

13：00～13：30

3歳児健康診査
13：00～13：30

離乳食教室
（もぐもぐごっくん教室）
9：15～9：30

 1 水 平成28年 7月   1日 ～15日出生児

 15 水 平成28年  6～7月出生児

 21 火 平成28年 7月 16日 ～31日出生児

 9 木 平成27年 7月   1日 ～15日出生児

 17 金 平成27年 7月 16日 ～31日出生児

 1 水 平成26年11月   1日 ～15日出生児

 15 水 平成26年10～11月出生児

 21 火 平成26年11月 16日～30日出生児

 7 火 平成26年 1月   1日 ～15日出生児

13 月 平成26年 1月 16日 ～31日出生児

 事業名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会場

徳育

徳育

健診・相談・予防接種
説明会

9：15～9：30
徳育 3 金 平成28年12月出生児

 2 木

 22 水
4～8か月児の親（予約制）
※2日（木）は託児なし

 

1歳6か月児健康診査
13：00～13：30

パパママセミナー（両親育児編）
13：15～13：30  24 金 出産を控えた夫婦（予約制）

月～金曜日（平日夜間）診療科：内科、小児科
●19：00～22：00（受付 21：30まで）
　小笠掛川急患診療所（杉谷南1-1-30  ☎61-1299・FAX61-1400）

土曜日
●12：00～17：00　市内の開業医院
　診療案内　中央消防署（☎21-0119）、市役所日直（☎21-1111）

日曜日・祝日　診療科：内科、小児科、外科、歯科（午前）
●9：00～12：00（受付 11：30まで）、13：00～17：00（受付 16：30まで）
　小笠掛川急患診療所（杉谷南1-1-30  ☎61-1299・FAX61-1400）

静岡こども救急電話相談　 ＃8000
　子どもの急な発熱や病気、けがで夜間または休日に受診しようか迷っ
たときはお電話ください。保健師や看護師が相談に応じます。
■固定電話（プッシュ回線）・携帯電話 ⇒☎#8000
■固定電話（ダイヤル回線）・IP電話 ⇒☎054-247-9910
平日 18：00～翌朝8：00／土曜 13：00～翌朝8：00／日･祝 8：00～翌朝8：00

検（健）診の結果はきちんと確認を!
●結果に問題がない方
今後も定期的に受診し、健康な体を維持
しましょう。

●問題がある方、精密検査を勧められた方
速やかに必要な検査を受けましょう。

著者・今野敏のミステリー性を
重視した警察小説『隠蔽捜査』を
お薦めします。
警察庁の官僚である主人公が、

全ての判断を委ねられ、一切の雑
音をシャットアウトしながらみず
からの信念を貫き通すことによっ
て、難事件を解決していく申し分
ない展開の小説です。

こん

いんぺい

の びん

　　　　

★折り紙教室「おひなさま」　大東　　　
　とき：2月4日（土）・12日（日）午前9時30分～11時30分　　　
　※2日間で1作品作ります。
　※1月17日（火）から電話、来館で申し込み（材料費負担あり）
■「富士山と茶娘」の布作品展　大須賀　
　期間：2月5日（日）～26日（日）
■堤腰和余「ひとり語り」（文学作品の紹介と朗読）　中央　
　とき：2月12日（日）午後1時30分～3時
■「語り：耳なし芳一」　大東
　水谷房江さんによる迫真の語りをご堪能ください。
　とき：2月26日（日）午前10時～11時15分
■郷土ゆかりの部屋展示　大東
　国学コーナー「寒を感じて冬を愉しむ」
　期間：現在展示中～2月5日（日）

たの

たんのう

つつみこし かず よ

定型にとらわれない斬新な俳諧や比
類ない画力で描いた絵画などを生み
出した江戸時代のマルチアーティス
ト与謝蕪村を、俳諧や手紙の一文な
ど、52のキーワードを基に解き明か
していきます。

ざん

13 12



1/8（日）13：00～18：00
（封じ手まで）、
9（月・祝）10：00～終局
大日本報徳社大講堂（掛川）

1/14（土）12：00～15：00、
15（日）9：00～15：00
千浜農村環境改善センター（千浜）

①1/14（土）②2/11（土・祝）
9：00～12：00
大東北公民館（下土方）

1/21（土）13：30～16：00
大東北公民館（下土方）

1/27（金）13：30～15：30
（13：00開場）
シオーネ（大坂）

1/28（土）10：00～16：00、
29（日）10：00～14：45
大東北公民館（下土方）

①1/29（日）
　大東図書館（大坂）
②2/11（土・祝）③2/26（日）
　中央図書館（掛川）
9：30～16：30

2/4（土）9：30～11：40
生涯学習センター（御所原）

2/4（土）14：00～16：30
（13：30受付）
徳育保健センター（御所原）

内容・申込方法など事業名 とき・ところ 対象・参加料
どなたでも
各日150人程度
1/8  1,000円
1/9  1,500円
高校生以下無料

どなたでも
入場無料

小学生以上
参加無料

どなたでも
150人
入場無料

どなたでも
入場無料

どなたでも
各日4人
相談無料

どなたでも
入場無料

どなたでも
150人
入場無料

どなたでも
各12人
1,000円/回
（材料費ほか）

★
事
業
の
詳
細
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対局者は郷田真隆王将と久保利明九段です。熱戦
の様子をプロ棋士による解説で観戦しませんか。駐
車場なし。公共交通機関か近隣の有料駐車場をご
利用ください。
　直接会場へ
講座や同好会などの作品展示のほか、甘酒や豚汁
のサービスなど。駐車場は館構内と南・東側にあり
　直接会場へ
繰り返し学び、趣味として楽しむこともできるそば
打ち。自分で打ったそばをその場で味わってみませ
んか。持ち帰りできます。1回だけの体験可
　電話または来館で申込（申込順、月曜休館）
川勝平太県知事が、地域の持つ「場の力」につい
て、みなさんとともに考える会です。市内で活躍し
ている6人の方と意見交換をします。
　1/23（月）までに電話またはFAX、Eメール（氏名、
住所（市町名）、電話番号を明記）で申込（申込順）

腹式呼吸で、ストレス解消、集中力や精神力
を高める効果があります。
　直接会場へ

地域のみなさんの作品展示や、日替わりの手芸・工
作体験、芸能発表、手打ちそば・戦国汁サービスな
ど。北運動場（下土方）に臨時駐車場あり
　直接会場へ

起業を考えている方、経営でお悩みの方の相談に
応じます。
　電話で申込（申込順）

曽我小と城東中の環境学習発表、エコネットチャレ
ンジとエコクッキングの表彰。掛川西高ダンス部・応
援団による公演もあります。
　直接会場へ

講師は県立こころの医療センター・村上直人院長。
地域の現状と障がい者支援の課題について講演し
ます。
　1/25（水）までに電話またはFAXで申込（申込順）

そば打ち体験（全2回）
　　大東北公民館
（☎74-2200）

知事広聴「平太さんと語ろう」
　　県広聴広報課
（☎054-221-2235・
FAX054-254-4032）
kenminnokoe@pref.shizuoka.lg.jp

第66期王将戦第1局
大盤解説会
　文化振興課（☎21-1126）

公民館まつり
　千浜農村環境改善センター
（☎72-5028）

新春スポーツ吹矢体験会
　鈴木（☎74-2097・
12：00～13：00の間）

本場キムチ作りとアイデア料理
　掛川いきいき食の会・
近藤（☎080-1568-5046）

大東北公民館まつり
　大東北公民館
（☎74-2200）

環境を考える市民の集い
　環境政策課（☎21-1218）

ビジネスチャンス相談
　　産業労政課
（☎21-1125）

精神保健福祉地域啓発セミナー
　Mネット東遠
（☎・FAX29-8970）
　福祉課（☎21-1139）
※掛川市地域啓発支援事業

①2/4（土）13：00～16：00
②2/5（日）9：00～12：00
中央消防署（掛川）

2/13（月）13：00～15：30
市役所4階会議室

2/18（土）9：00～12：00
NECプラットフォームズ
掛川事業所（下俣）

2/18（土）9：30～13：00
大須賀中央公民館（西大渕）

2/5（日）13：30～15：30
竹の丸ギャラリー（掛川）

事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など

①小学5、6年生
②中学1、2年生
各30人
参加無料

どなたでも
10組
1,400円
農業に関心の
ある女性
25人
500円

小学生と
保護者20組
参加無料

どなたでも
16人
1,200円（小学生
以下700円）

災害を知って、自分の身は自分で守ることを学びま
す。中央消防署の訓練施設で、消火や避難、救助訓
練などを体験して防災リーダーを目指そう。
　電話で申込（申込順）

毎日を笑顔にするための話を聞くことができます。
笑いヨガや木の実を使ったワークショップも行いま
す。ヨガ講師は小柳津英子さん。
　2/3（金）までに電話またはFAXで申込（申込順）

大根もち・石狩なべ・かぶら蒸しを作ります。
持ち物　エプロン、三角きん、ふきん3枚、筆記用
具、飲み物
　1/15（日）～2/11（土・祝）に参加料を持って、来
館で申込（申込順・月曜休館）

①工場施設の見学②親子で工作③環境学習・クイズ
　2/10（金）までに電話またはEメール（kankyo@city.
kakegawa.shizuoka.jp）で申込（申込順）

色鮮やかな箱を手作りし、パティシエ特製チョコレー
トを詰めてギフトに仕上げます。1ドリンク付き
　1/5（木）～電話で申込（申込順）

防災「次世代リーダー
養成講座」
　　危機管理課
（☎21-1131）

バレンタインデーギフト作り
　　竹の丸
（☎22-2112）

かけがわ女性農業者のつどい
　　農林課
（☎21-1147・FAX21-1212）

環境学習会inNECプラット
フォームズ
　　環境政策課
（☎21-1218）

冬の自然農法野菜料理教室
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

ふくしあ健康相談（2月）
●東部ふくしあ（☎61-2900）
　2/15（水）10：00～11：30

●さすが市出張相談
　（問東部ふくしあ ☎61-2900）
　2/3（金）10：00～11：40

●中部ふくしあ（☎28-9713)
　2/8（水）9：30～11：30

●西部ふくしあ（☎29-5977）
　2/7（火）9：30～11：30

●大東ふくしあ（☎72-1116）
　2/1（水）9：30～11：30

●大須賀ふくしあ（☎48-1007）
　2/2（木）9：30～11：30

今
月
の
け
っ
ト
ラ
市 

実
行
委
員
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☎
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1
1
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2
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（土）

内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料

1/13（金）9：00～
たまり～な（満水）

①1/18、2/1・15、3/15
②1/25、2/8・22、3/8・22
③1/24、2/28、3/28
①②は水曜日10：00～11：30、
③は火曜日10：00～12：30

1/28（土）13：30～15：00
中央図書館（掛川）

1/31（火）10：00～12：00
（9：00極楽公園集合）
白ふじの里（藤枝市）

2/3（金）10：00～12：00
環境資源ギャラリー（満水）

2/4（土）10：00～15：00
浜松市市民協働センター（中区）

2/6・20、3/6の月曜日・
3/20（月・祝）
9：30～11：00
生涯学習センター（御所原）
2/11（土・祝）
13：00～14：00セミナー
14：00～16：00相談会
生涯学習センター（御所原）
2月までの毎週水曜日
①10：00～11：30②14：00～
15：30③19：00～20：30
神代地公民館（南）

A・B・C級をお持ちの方、参加してみませんか。
　参加料を添えて直接会場へ

赤ちゃんと絆を深めるベビーマッサージ
①自宅（薗ヶ谷）②シオーネ（大坂）
③アイリーカフェ（宮脇）
　電話で申込（申込順）

人形劇、大型絵本、スクリーンでのよみきか
せなどお話いっぱい。
　直接会場へ
白菜1/4玉分のキムチを持ち帰りできます。
持ち物　エプロン、三角きん
　1/20（金）までに電話で申込（申込多数
のときは抽選）

無理なく便利で快適なエコ生活についての
学習会です。
　直接会場へ

弁護士、公認会計士、司法書士、税理士、不
動産鑑定士、社会保険労務士、弁理士、土地
家屋調査士による無料の相談会
　直接会場へ

遺言、相続人、遺産分割など相続に関する問
題について聴講・相談ができます。
　直接会場へ

着物の似合う良い季節になりました。帯飾り
のプレゼントあり
　参加希望日3日前までに電話で申込

おいしい手打ちそばを体験してみませんか。
　1/15（日）までに電話で申込（申込順）

市内在住
60歳以上
1,500円
2か月～1歳6か月
の子と母
①②1,000円/回
③ランチ付き
2,000円/回

幼児～小学校
低学年、保護者
参加無料

どなたでも10人
3,000円（体験料）

一般
相談無料

どなたでも
受講・相談無料

どなたでも
参加無料

40歳以上で全回
参加できる方12人
800円/回

太陽光などの設置
を検討している方、
新築予定の方
参加無料

新春将棋大会
　松浦（☎23-2684）

ベビーマッサージ教室
　美濃輪（☎23-7673）

よみきかせ会ひまわり
「冬のおたのしみ会」
　鈴木（☎23-4457）

エコセミナー「ライフスタイル
を変えて省エネに取り組もう」
　NPO法人おひさまとまちづくり
（☎21-1388）
県士業種連絡交流会
「無料合同相談会」
　日本弁理士会東海支部
（☎052-211-3110）

そば打ち体験（全4回）
　小山（☎090-9943-9150）

きもの着付け1日体験
　池田（☎090-7688-7164）

無料相続セミナー・法律相談会
　県司法書士会掛川支部・
桑原（☎21-7770）

●【特別展】遺伝と遺伝子
　～遺伝子から見た生命の進化と人の病気～
　2/12（日）まで
遺伝子DNAは生命の設計図です。現

代では遺伝子検査が身近になり、がんや
遺伝病の診断に利用されます。
パネルでは実例を紹介し、人DNAの

実物や化石なども展示します。「遺伝と
遺伝子」を理解
して、健康管理
に役立てましょ
う。

●【健康づくり応援セミナー】
　「沈黙の臓器」腎臓を守るために
　1/28（土）13：30～15：00
腎臓病は最初は自覚症状が出ず、発見

が遅れることがあり、進行すると腎臓の働
きを取り戻すことが難しい病気です。腎臓
を守るために個人ができる取り組みを紹
介します。
講師　透析看護認定看護師・岡田浩子さん
ところ　東京女子医大大東キャンパス（下土方）
対象　一般100人
受講料　300円
※電話・FAX（講座名・氏名・住所・電話番
号を明記）で申込（申込順）

吉岡彌生記念館（☎74-5566・FAX74-4841）
入館料/中学生以下無料、高校生以上200円（300円）　※（　）内は特別展開催時※子育て優待カードで入館料割引
休館日/毎週月曜と第4火曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）
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1/8（日）13：00～18：00
（封じ手まで）、
9（月・祝）10：00～終局
大日本報徳社大講堂（掛川）

1/14（土）12：00～15：00、
15（日）9：00～15：00
千浜農村環境改善センター（千浜）

①1/14（土）②2/11（土・祝）
9：00～12：00
大東北公民館（下土方）

1/21（土）13：30～16：00
大東北公民館（下土方）

1/27（金）13：30～15：30
（13：00開場）
シオーネ（大坂）

1/28（土）10：00～16：00、
29（日）10：00～14：45
大東北公民館（下土方）

①1/29（日）
　大東図書館（大坂）
②2/11（土・祝）③2/26（日）
　中央図書館（掛川）
9：30～16：30

2/4（土）9：30～11：40
生涯学習センター（御所原）

2/4（土）14：00～16：30
（13：30受付）
徳育保健センター（御所原）

内容・申込方法など事業名 とき・ところ 対象・参加料
どなたでも
各日150人程度
1/8  1,000円
1/9  1,500円
高校生以下無料

どなたでも
入場無料

小学生以上
参加無料

どなたでも
150人
入場無料

どなたでも
入場無料

どなたでも
各日4人
相談無料

どなたでも
入場無料

どなたでも
150人
入場無料

どなたでも
各12人
1,000円/回
（材料費ほか）

★
事
業
の
詳
細
は
、各
連
絡
先
に
お
問
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合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対局者は郷田真隆王将と久保利明九段です。熱戦
の様子をプロ棋士による解説で観戦しませんか。駐
車場なし。公共交通機関か近隣の有料駐車場をご
利用ください。
　直接会場へ
講座や同好会などの作品展示のほか、甘酒や豚汁
のサービスなど。駐車場は館構内と南・東側にあり
　直接会場へ
繰り返し学び、趣味として楽しむこともできるそば
打ち。自分で打ったそばをその場で味わってみませ
んか。持ち帰りできます。1回だけの体験可
　電話または来館で申込（申込順、月曜休館）
川勝平太県知事が、地域の持つ「場の力」につい
て、みなさんとともに考える会です。市内で活躍し
ている6人の方と意見交換をします。
　1/23（月）までに電話またはFAX、Eメール（氏名、
住所（市町名）、電話番号を明記）で申込（申込順）

腹式呼吸で、ストレス解消、集中力や精神力
を高める効果があります。
　直接会場へ

地域のみなさんの作品展示や、日替わりの手芸・工
作体験、芸能発表、手打ちそば・戦国汁サービスな
ど。北運動場（下土方）に臨時駐車場あり
　直接会場へ

起業を考えている方、経営でお悩みの方の相談に
応じます。
　電話で申込（申込順）

曽我小と城東中の環境学習発表、エコネットチャレ
ンジとエコクッキングの表彰。掛川西高ダンス部・応
援団による公演もあります。
　直接会場へ

講師は県立こころの医療センター・村上直人院長。
地域の現状と障がい者支援の課題について講演し
ます。
　1/25（水）までに電話またはFAXで申込（申込順）

そば打ち体験（全2回）
　　大東北公民館
（☎74-2200）

知事広聴「平太さんと語ろう」
　　県広聴広報課
（☎054-221-2235・
FAX054-254-4032）
kenminnokoe@pref.shizuoka.lg.jp

第66期王将戦第1局
大盤解説会
　文化振興課（☎21-1126）

公民館まつり
　千浜農村環境改善センター
（☎72-5028）

新春スポーツ吹矢体験会
　鈴木（☎74-2097・
12：00～13：00の間）

本場キムチ作りとアイデア料理
　掛川いきいき食の会・
近藤（☎080-1568-5046）

大東北公民館まつり
　大東北公民館
（☎74-2200）

環境を考える市民の集い
　環境政策課（☎21-1218）

ビジネスチャンス相談
　　産業労政課
（☎21-1125）

精神保健福祉地域啓発セミナー
　Mネット東遠
（☎・FAX29-8970）
　福祉課（☎21-1139）
※掛川市地域啓発支援事業

①2/4（土）13：00～16：00
②2/5（日）9：00～12：00
中央消防署（掛川）

2/13（月）13：00～15：30
市役所4階会議室

2/18（土）9：00～12：00
NECプラットフォームズ
掛川事業所（下俣）

2/18（土）9：30～13：00
大須賀中央公民館（西大渕）

2/5（日）13：30～15：30
竹の丸ギャラリー（掛川）

事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など

①小学5、6年生
②中学1、2年生
各30人
参加無料

どなたでも
10組
1,400円
農業に関心の
ある女性
25人
500円

小学生と
保護者20組
参加無料

どなたでも
16人
1,200円（小学生
以下700円）

災害を知って、自分の身は自分で守ることを学びま
す。中央消防署の訓練施設で、消火や避難、救助訓
練などを体験して防災リーダーを目指そう。
　電話で申込（申込順）

毎日を笑顔にするための話を聞くことができます。
笑いヨガや木の実を使ったワークショップも行いま
す。ヨガ講師は小柳津英子さん。
　2/3（金）までに電話またはFAXで申込（申込順）

大根もち・石狩なべ・かぶら蒸しを作ります。
持ち物　エプロン、三角きん、ふきん3枚、筆記用
具、飲み物
　1/15（日）～2/11（土・祝）に参加料を持って、来
館で申込（申込順・月曜休館）

①工場施設の見学②親子で工作③環境学習・クイズ
　2/10（金）までに電話またはEメール（kankyo@city.
kakegawa.shizuoka.jp）で申込（申込順）

色鮮やかな箱を手作りし、パティシエ特製チョコレー
トを詰めてギフトに仕上げます。1ドリンク付き
　1/5（木）～電話で申込（申込順）

防災「次世代リーダー
養成講座」
　　危機管理課
（☎21-1131）

バレンタインデーギフト作り
　　竹の丸
（☎22-2112）

かけがわ女性農業者のつどい
　　農林課
（☎21-1147・FAX21-1212）

環境学習会inNECプラット
フォームズ
　　環境政策課
（☎21-1218）

冬の自然農法野菜料理教室
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

ふくしあ健康相談（2月）
●東部ふくしあ（☎61-2900）
　2/15（水）10：00～11：30

●さすが市出張相談
　（問東部ふくしあ ☎61-2900）
　2/3（金）10：00～11：40

●中部ふくしあ（☎28-9713)
　2/8（水）9：30～11：30

●西部ふくしあ（☎29-5977）
　2/7（火）9：30～11：30

●大東ふくしあ（☎72-1116）
　2/1（水）9：30～11：30

●大須賀ふくしあ（☎48-1007）
　2/2（木）9：30～11：30

今
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（土）

内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料

1/13（金）9：00～
たまり～な（満水）

①1/18、2/1・15、3/15
②1/25、2/8・22、3/8・22
③1/24、2/28、3/28
①②は水曜日10：00～11：30、
③は火曜日10：00～12：30

1/28（土）13：30～15：00
中央図書館（掛川）

1/31（火）10：00～12：00
（9：00極楽公園集合）
白ふじの里（藤枝市）

2/3（金）10：00～12：00
環境資源ギャラリー（満水）

2/4（土）10：00～15：00
浜松市市民協働センター（中区）

2/6・20、3/6の月曜日・
3/20（月・祝）
9：30～11：00
生涯学習センター（御所原）
2/11（土・祝）
13：00～14：00セミナー
14：00～16：00相談会
生涯学習センター（御所原）
2月までの毎週水曜日
①10：00～11：30②14：00～
15：30③19：00～20：30
神代地公民館（南）

A・B・C級をお持ちの方、参加してみませんか。
　参加料を添えて直接会場へ

赤ちゃんと絆を深めるベビーマッサージ
①自宅（薗ヶ谷）②シオーネ（大坂）
③アイリーカフェ（宮脇）
　電話で申込（申込順）

人形劇、大型絵本、スクリーンでのよみきか
せなどお話いっぱい。
　直接会場へ
白菜1/4玉分のキムチを持ち帰りできます。
持ち物　エプロン、三角きん
　1/20（金）までに電話で申込（申込多数
のときは抽選）

無理なく便利で快適なエコ生活についての
学習会です。
　直接会場へ

弁護士、公認会計士、司法書士、税理士、不
動産鑑定士、社会保険労務士、弁理士、土地
家屋調査士による無料の相談会
　直接会場へ

遺言、相続人、遺産分割など相続に関する問
題について聴講・相談ができます。
　直接会場へ

着物の似合う良い季節になりました。帯飾り
のプレゼントあり
　参加希望日3日前までに電話で申込

おいしい手打ちそばを体験してみませんか。
　1/15（日）までに電話で申込（申込順）

市内在住
60歳以上
1,500円
2か月～1歳6か月
の子と母
①②1,000円/回
③ランチ付き
2,000円/回

幼児～小学校
低学年、保護者
参加無料

どなたでも10人
3,000円（体験料）

一般
相談無料

どなたでも
受講・相談無料

どなたでも
参加無料

40歳以上で全回
参加できる方12人
800円/回

太陽光などの設置
を検討している方、
新築予定の方
参加無料

新春将棋大会
　松浦（☎23-2684）

ベビーマッサージ教室
　美濃輪（☎23-7673）

よみきかせ会ひまわり
「冬のおたのしみ会」
　鈴木（☎23-4457）

エコセミナー「ライフスタイル
を変えて省エネに取り組もう」
　NPO法人おひさまとまちづくり
（☎21-1388）
県士業種連絡交流会
「無料合同相談会」
　日本弁理士会東海支部
（☎052-211-3110）

そば打ち体験（全4回）
　小山（☎090-9943-9150）

きもの着付け1日体験
　池田（☎090-7688-7164）

無料相続セミナー・法律相談会
　県司法書士会掛川支部・
桑原（☎21-7770）

●【特別展】遺伝と遺伝子
　～遺伝子から見た生命の進化と人の病気～
　2/12（日）まで
遺伝子DNAは生命の設計図です。現

代では遺伝子検査が身近になり、がんや
遺伝病の診断に利用されます。
パネルでは実例を紹介し、人DNAの

実物や化石なども展示します。「遺伝と
遺伝子」を理解
して、健康管理
に役立てましょ
う。

●【健康づくり応援セミナー】
　「沈黙の臓器」腎臓を守るために
　1/28（土）13：30～15：00
腎臓病は最初は自覚症状が出ず、発見

が遅れることがあり、進行すると腎臓の働
きを取り戻すことが難しい病気です。腎臓
を守るために個人ができる取り組みを紹
介します。
講師　透析看護認定看護師・岡田浩子さん
ところ　東京女子医大大東キャンパス（下土方）
対象　一般100人
受講料　300円
※電話・FAX（講座名・氏名・住所・電話番
号を明記）で申込（申込順）

吉岡彌生記念館（☎74-5566・FAX74-4841）
入館料/中学生以下無料、高校生以上200円（300円）　※（　）内は特別展開催時※子育て優待カードで入館料割引
休館日/毎週月曜と第4火曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）
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国際的に活躍しているヴァイオリニスト、掛川
お茶大使・長尾春花さんが、留学中のハンガリー
で国立歌劇場管弦楽団のコンサートマスターに就
任しました。これを記念してコンサートを行いま
す。みなさんのご来場をお待ちしています。

記号の種類が22種類から41種類に増え
ました。記号で伝わらない情報は簡単な
言葉で記号付近に記載されます。詳細は
消費者庁ホームページをご覧ください。

※平成28年11月30日ま
でに施行前の洗濯表
示を行った製品は、
現在も販売されてい
ます。当面の間、店
頭で新旧の洗濯表示
が混在することがあ
ります。

県内の事業所で働く（パート・アル
バイトなど含む）全ての労働者に適用
される「静岡県最低賃金」が改正さ
れ、平成28年10月5日から時間額807
円になりました。なお、特定の産業に
は特定最低賃金が定められており、平
成28年12月29日から5件の特定最低
賃金が改正されました。
※詳細はお問い合わせください。

とき　1月31日（火）
　午後7時～8時
　（午後6時30分開場）
ところ　美感ホール（亀の甲）
※入場無料（要整理券）
※1月10日（火）午前9時
～電話で整理券予約開
始。枚数に限りあり。1人
2枚まで。

静岡県最低賃金改定の
お知らせ

　静岡労働局賃金室
（☎054-254-6315）
　磐田労働基準監督署
（☎0538-32-2205）

60歳は、第二の人生を迎える節目
の年です。60歳を迎えた市民のみな
さんの「社会参加」「地域参加」に取り
組むきっかけづくりと交流の場です。
ぜひご参加ください。
とき　2月12日（日）午後1時30分～
　4時30分（午後1時～受付）
ところ　掛川グランドホテル（亀の甲）
対象　市内に住所を有する昭和31年
4月2日～32年4月1日生まれの方
（対象者へは案内状を送付します）

平成28年12月13日現在の申出額
 区分 件数 金額（円）
 個人 226 6,316,180
 法人 341 172,194,321
 団体 189 10,607,560
 合計 756 189,118,061

地震・津波対策寄附金
多くのご支援

ありがとうございます
企画政策課（☎21-1127）

みなさんからいただいた寄附
金の最新情報などは、二次元
コードもしくは市ホームページ
下部の「注目ページ」からご覧
いただけます。

　

2/23（木）13：30～15：00
予備日2/24（金）
板沢最終処分場（板沢）

2/25（土）9：00～16：00
大須賀支所南館（西大渕）

2/25（土）13：30～15：00
東京女子医科大学大東
キャンパス（下土方）

3/26（日）10：00～
（9：30開場）
生涯学習センター（御所原）

事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など

一般30人
受講無料

一般100人
300円

どなたでも
600人
入場無料

年長児・小中学
生の初心者～
上級者
参加無料

希望した自治区に市が貸し出す「チッパー」。その
操作方法を事前に学ぶ講習会です。
　1/23（月）～電話で申込（申込順）

持ち物　昼食、飲み物
　2/22（水）までにハガキまたはFAX（氏名、性別、
園・学校名、学年、保護者氏名、住所、電話番号、S・
A・B・Cのうち参加希望クラスを明記・〒437-1304
西大渕145）で申込
講師は東京女子医大教授の菊池賢さん。感染症が
起きる状況や、日ごろ必要なことを学びます。
　電話またはFAX（講座名・氏名・住所・電話番号を
明記）で申込（申込順・休館日は14ページ参照）
西郷局と掛川のつながりについて。
　2/20（月）までに往復ハガキ（氏名、年齢、性別、
郵便番号、住所、電話番号を明記・〒436-8650長谷
1-1-1商業観光課）で申込（申込多数のときは抽
選）。1枚で2人まで申込可（必要事項は2人分記入）。
当落は3/7（火）までに返信用ハガキ（宛先を明記）
で回答

剪定枝粉砕機（チッパー）
運転講習会
　　環境政策課
（☎21-1145）

幼児・小中学生
将棋対戦交流会
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012・FAX48-2024）

健康セミナー
「感染症にかからないために」
　　吉岡彌生記念館
（☎74-5566・FAX74-4841）

さんりーなで行われる大会のサ
ポートボランティアを募集します。
期間　2月18（土）・19日（日）の都合
の良い日
内容　会場・駐車場整理など
応募方法　1月13日（金）までに電話
で連絡後、申込書を提出して応募

第8回都道府県対抗
トランポリン競技選手権大会
市民サポーター募集

　　 社会教育課（☎21-1159）

県内での就職活動を支援するため
の、業界説明会と官公庁による相談会
を開催。掛川市も参加します。
とき・ところ　1月14日（土）午前11時
～午後4時、大崎ブライトコアホー
ル（東京都品川区）
対象　平成30年3月卒業予定の学生
または卒業後3年以内の方
内容　①企業の業界説明会②官公庁・
自治体の相談会（掛川市など県内
11市町、県人事委員会、県警本部）

申込方法　センターのホームページ
で必要事項を記入し申し込み

※参加企業など詳細は
ホームページをご覧く
ださい。

県外に住む学生さんに連絡を！
静岡県U・Iターン業界説明会
　　 静岡U・Iターン就職サポート
センター（受託企業：東海道シグマ

☎0800-800-6617）

天竜浜名湖鉄道では、2017年大河
ドラマ「おんな城主 直虎」放送開始に
先立ち、「戦国BASARA」シリーズの
井伊直虎をメインに配置した豪華な
ラッピング列車を運行中です。
期間　平成29年12月末まで（予定）
■運行開始記念限定グッズ販売中!
①直虎デザイン1日フリー切符：
　1,700円（税込み）、2,000枚限定
②①の切符&オリジナルスマート
　フォンケースのセット：2,500円（税込
　み）、1,000セット限定
③フルラッピング列車「直虎号」模型：
プルバックで走行可能。

　1,500円（税込み）、3,000個限定

とき　1月16日（月）～31日（火）で開
庁日の午前8時30分～午後5時15分

ところ　市役所2階都市政策課
内容　「下垂木地区都市計画」の変更
（土地区画整理事業の変更、用途地域
の変更、都市計画道路の変更、都市計
画公園の変更、地区計画の決定）

　　意見書は1月31日（火）午後5時
15分（必着）までに郵送（〒436-86

　50長谷1-1-1）または平日に都市政
策課へ直接提出

期間限定「直虎号」
天浜線をご利用ください
　 天竜浜名湖鉄道（☎053-925-2276）
　地域支援課（☎21-1150）

東遠広域都市計画（案）の
縦覧

　都市政策課（☎21-1151）

市役所、支所、市指定金融機関など
のほか、コンビニエンスストアで納付
できます。また、口座振替の方は口座
残高をご確認ください。

～納税は口座振替が便利です～

国民健康保険税第7期の
納期限は2月6日（月）です

　納税課（☎21-1206）

ウォーキングを始めたい方やウォー
キング教室・大会などを企画している
グループに、キーホルダー型の自発光
式反射材を配布します（1人1個）。
この機会に、生涯お達者市民を目指

してウォーキングに取り組みましょう。
申込方法　電話またはFAX、Eメー
ル、徳育保健センター（御所原9-28）
で直接申し込み（申込順）。①住所
②氏名③年齢④連絡先（グループ
は代表者、希望数）をご連絡くださ
い。
配布場所　徳育保健センター、大東ふ
くしあ・大須賀ふくしあ

※実施前後のアンケート
にご協力ください。

※申し込み状況により配
布数を調整する場合が
あります。

ウォーキングを始める方に
自発光式反射材を配布

　　保健予防課
（☎23-8111・FAX23-9555）
tokuiku@city.kakegawa.shizuoka.jp

生涯学習
振興公社
（☎72-1234）

ハ
ン
ガ
リ
ー
国
立
歌
劇
場
管
弦
楽
団

コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
就
任
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（
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市
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身
）
の
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を
開
催

新･洗濯表示の主なポイント(平成28年12月1日改正)

家庭用品品質表示法に基づく繊維製品品質表示規程が改正
衣類などの繊維製品の洗濯表示が変わりました
　

5つの基本記号

付加記号と数字
文字ではなく、記号と数字で強さや温度、禁止を表します。

消費者庁表示対策課
（☎03-3507-9205）

静岡大学名誉教授・
小和田哲男さん講演会
「掛川の戦国時代と西郷局」
　　商業観光課
（☎21-1149）

さいごうのつぼね

60歳の集い 耳順式
主役はあなた！

さあー第2ステージへ！！
　社会教育課（☎21-1157）

じ しきじゅん

天竜浜名湖鉄道では、酉年にちなん
だデザインの天浜線1日乗り放題切符
（天竜ひのき製）を発売中。有効期限は
1月1日～12月31日です。
抽選で駅舎内の飲食店で使える

1,000円券や天浜線オリジナルグッズ
が当たります。
価格　1,700円（税込み）※数量限定
販売場所　市役所3階地域支援課、こ
れっしか処（駅構内）、天浜線有人駅

とり

せんお年玉付き干支きっぷ
天浜線フリー切符販売

　天竜浜名湖鉄道（☎053-925-2276）
　地域支援課（☎21-1150）
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★
事
業
の
詳
細
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国際的に活躍しているヴァイオリニスト、掛川
お茶大使・長尾春花さんが、留学中のハンガリー
で国立歌劇場管弦楽団のコンサートマスターに就
任しました。これを記念してコンサートを行いま
す。みなさんのご来場をお待ちしています。

記号の種類が22種類から41種類に増え
ました。記号で伝わらない情報は簡単な
言葉で記号付近に記載されます。詳細は
消費者庁ホームページをご覧ください。

※平成28年11月30日ま
でに施行前の洗濯表
示を行った製品は、
現在も販売されてい
ます。当面の間、店
頭で新旧の洗濯表示
が混在することがあ
ります。

県内の事業所で働く（パート・アル
バイトなど含む）全ての労働者に適用
される「静岡県最低賃金」が改正さ
れ、平成28年10月5日から時間額807
円になりました。なお、特定の産業に
は特定最低賃金が定められており、平
成28年12月29日から5件の特定最低
賃金が改正されました。
※詳細はお問い合わせください。

とき　1月31日（火）
　午後7時～8時
　（午後6時30分開場）
ところ　美感ホール（亀の甲）
※入場無料（要整理券）
※1月10日（火）午前9時
～電話で整理券予約開
始。枚数に限りあり。1人
2枚まで。

静岡県最低賃金改定の
お知らせ

　静岡労働局賃金室
（☎054-254-6315）
　磐田労働基準監督署
（☎0538-32-2205）

60歳は、第二の人生を迎える節目
の年です。60歳を迎えた市民のみな
さんの「社会参加」「地域参加」に取り
組むきっかけづくりと交流の場です。
ぜひご参加ください。
とき　2月12日（日）午後1時30分～
　4時30分（午後1時～受付）
ところ　掛川グランドホテル（亀の甲）
対象　市内に住所を有する昭和31年
4月2日～32年4月1日生まれの方
（対象者へは案内状を送付します）

平成28年12月13日現在の申出額
 区分 件数 金額（円）
 個人 226 6,316,180
 法人 341 172,194,321
 団体 189 10,607,560
 合計 756 189,118,061

地震・津波対策寄附金
多くのご支援

ありがとうございます
企画政策課（☎21-1127）

みなさんからいただいた寄附
金の最新情報などは、二次元
コードもしくは市ホームページ
下部の「注目ページ」からご覧
いただけます。

　

2/23（木）13：30～15：00
予備日2/24（金）
板沢最終処分場（板沢）

2/25（土）9：00～16：00
大須賀支所南館（西大渕）

2/25（土）13：30～15：00
東京女子医科大学大東
キャンパス（下土方）

3/26（日）10：00～
（9：30開場）
生涯学習センター（御所原）

事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など

一般30人
受講無料

一般100人
300円

どなたでも
600人
入場無料

年長児・小中学
生の初心者～
上級者
参加無料

希望した自治区に市が貸し出す「チッパー」。その
操作方法を事前に学ぶ講習会です。
　1/23（月）～電話で申込（申込順）

持ち物　昼食、飲み物
　2/22（水）までにハガキまたはFAX（氏名、性別、
園・学校名、学年、保護者氏名、住所、電話番号、S・
A・B・Cのうち参加希望クラスを明記・〒437-1304
西大渕145）で申込
講師は東京女子医大教授の菊池賢さん。感染症が
起きる状況や、日ごろ必要なことを学びます。
　電話またはFAX（講座名・氏名・住所・電話番号を
明記）で申込（申込順・休館日は14ページ参照）
西郷局と掛川のつながりについて。
　2/20（月）までに往復ハガキ（氏名、年齢、性別、
郵便番号、住所、電話番号を明記・〒436-8650長谷
1-1-1商業観光課）で申込（申込多数のときは抽
選）。1枚で2人まで申込可（必要事項は2人分記入）。
当落は3/7（火）までに返信用ハガキ（宛先を明記）
で回答

剪定枝粉砕機（チッパー）
運転講習会
　　環境政策課
（☎21-1145）

幼児・小中学生
将棋対戦交流会
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012・FAX48-2024）

健康セミナー
「感染症にかからないために」
　　吉岡彌生記念館
（☎74-5566・FAX74-4841）

さんりーなで行われる大会のサ
ポートボランティアを募集します。
期間　2月18（土）・19日（日）の都合
の良い日
内容　会場・駐車場整理など
応募方法　1月13日（金）までに電話
で連絡後、申込書を提出して応募

第8回都道府県対抗
トランポリン競技選手権大会
市民サポーター募集

　　 社会教育課（☎21-1159）

県内での就職活動を支援するため
の、業界説明会と官公庁による相談会
を開催。掛川市も参加します。
とき・ところ　1月14日（土）午前11時
～午後4時、大崎ブライトコアホー
ル（東京都品川区）
対象　平成30年3月卒業予定の学生
または卒業後3年以内の方
内容　①企業の業界説明会②官公庁・
自治体の相談会（掛川市など県内
11市町、県人事委員会、県警本部）

申込方法　センターのホームページ
で必要事項を記入し申し込み

※参加企業など詳細は
ホームページをご覧く
ださい。

県外に住む学生さんに連絡を！
静岡県U・Iターン業界説明会
　　 静岡U・Iターン就職サポート
センター（受託企業：東海道シグマ

☎0800-800-6617）

天竜浜名湖鉄道では、2017年大河
ドラマ「おんな城主 直虎」放送開始に
先立ち、「戦国BASARA」シリーズの
井伊直虎をメインに配置した豪華な
ラッピング列車を運行中です。
期間　平成29年12月末まで（予定）
■運行開始記念限定グッズ販売中!
①直虎デザイン1日フリー切符：
　1,700円（税込み）、2,000枚限定
②①の切符&オリジナルスマート
　フォンケースのセット：2,500円（税込
　み）、1,000セット限定
③フルラッピング列車「直虎号」模型：
プルバックで走行可能。

　1,500円（税込み）、3,000個限定

とき　1月16日（月）～31日（火）で開
庁日の午前8時30分～午後5時15分

ところ　市役所2階都市政策課
内容　「下垂木地区都市計画」の変更
（土地区画整理事業の変更、用途地域
の変更、都市計画道路の変更、都市計
画公園の変更、地区計画の決定）

　　意見書は1月31日（火）午後5時
15分（必着）までに郵送（〒436-86

　50長谷1-1-1）または平日に都市政
策課へ直接提出

期間限定「直虎号」
天浜線をご利用ください
　 天竜浜名湖鉄道（☎053-925-2276）
　地域支援課（☎21-1150）

東遠広域都市計画（案）の
縦覧

　都市政策課（☎21-1151）

市役所、支所、市指定金融機関など
のほか、コンビニエンスストアで納付
できます。また、口座振替の方は口座
残高をご確認ください。

～納税は口座振替が便利です～

国民健康保険税第7期の
納期限は2月6日（月）です

　納税課（☎21-1206）

ウォーキングを始めたい方やウォー
キング教室・大会などを企画している
グループに、キーホルダー型の自発光
式反射材を配布します（1人1個）。
この機会に、生涯お達者市民を目指

してウォーキングに取り組みましょう。
申込方法　電話またはFAX、Eメー
ル、徳育保健センター（御所原9-28）
で直接申し込み（申込順）。①住所
②氏名③年齢④連絡先（グループ
は代表者、希望数）をご連絡くださ
い。
配布場所　徳育保健センター、大東ふ
くしあ・大須賀ふくしあ

※実施前後のアンケート
にご協力ください。

※申し込み状況により配
布数を調整する場合が
あります。

ウォーキングを始める方に
自発光式反射材を配布

　　保健予防課
（☎23-8111・FAX23-9555）
tokuiku@city.kakegawa.shizuoka.jp

生涯学習
振興公社
（☎72-1234）
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新･洗濯表示の主なポイント(平成28年12月1日改正)

家庭用品品質表示法に基づく繊維製品品質表示規程が改正
衣類などの繊維製品の洗濯表示が変わりました
　

5つの基本記号

付加記号と数字
文字ではなく、記号と数字で強さや温度、禁止を表します。

消費者庁表示対策課
（☎03-3507-9205）

静岡大学名誉教授・
小和田哲男さん講演会
「掛川の戦国時代と西郷局」
　　商業観光課
（☎21-1149）

さいごうのつぼね

60歳の集い 耳順式
主役はあなた！

さあー第2ステージへ！！
　社会教育課（☎21-1157）

じ しきじゅん

天竜浜名湖鉄道では、酉年にちなん
だデザインの天浜線1日乗り放題切符
（天竜ひのき製）を発売中。有効期限は
1月1日～12月31日です。
抽選で駅舎内の飲食店で使える

1,000円券や天浜線オリジナルグッズ
が当たります。
価格　1,700円（税込み）※数量限定
販売場所　市役所3階地域支援課、こ
れっしか処（駅構内）、天浜線有人駅

とり

せんお年玉付き干支きっぷ
天浜線フリー切符販売

　天竜浜名湖鉄道（☎053-925-2276）
　地域支援課（☎21-1150）
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検診名 検査内容 自己負担金 実施時期（予定）対象（平成29年4月1日現在）

●平成28年度に市の検診を受けなかった方で、以下の検診を希望する方は申し込みが必要です。
　※平成28年度（乳がん検診は平成27年度）に受けた方には受診票が届きますので、申し込みの必要はありません。

検診名 検査内容 対象（平成29年4月1日現在） 自己負担金 実施時期など（予定）

大腸がん

肝炎ウイルス

便潜血検査
（2日分の便を
採って提出）

 6月～11月
 申し込み不要
40歳以上の男女 検査容器（410円）を、掛川医療
 センター、肺がん・結核検診会場
 または胃がん検診会場で直接購入

●以下の検診を希望する方は、申し込みが必要です。

骨粗しょう症 手首レントゲンに 50、55、60歳の女性 1,000円 8月～10月  よる骨密度測定    ※掛川医療センター

 肺がん・結核 胸部X線検査 40歳以上の男女 100円    

 胃がん 胃部X線検査（バリウム検査） 35歳以上の男女 1,100円  
6月～11月 

 前立腺がん 血液検査 50歳以上の男性 1,000円  7月～11月

 
子宮頸がん

 内診･細胞診 20歳以上の女性 1,200円  5月～12月
  ※実施場所：開業医・中東遠総合医療センターまたは検診車（申込時に選択）

 
乳がん

  マンモグラフィ   1,300円  5月～12月

  ※実施場所：中東遠総合医療センターまたは検診車（申込時に選択）

39歳から70歳の男女で 500円これまで一度も検査をしていない方
血液検査
（B・C型肝炎ウイルスの
感染を調べます） 40、45、50、55、60、65、70歳 無　料 

・75歳以上（平成29年4月1日現在）の方と生活保護世帯の方は検診料が無料です（容器代を除く）。
　生活保護世帯の方は、別途申請書の提出が必要です。受診前にご連絡ください。

歯周疾患  歯周病など、口の  40、50、60、70歳の男女 1,000円 7月～9月  中のチェック                                    ※市内指定歯科医院

7月～11月
※掛川医療センター、大東保健
　センター、大須賀支所

容器代
410円

～受けてください、命を守るがん検診～
平成29年度がん検診などの申し込み受け付けを開始します

　　  保健予防課（☎23-8111）

＜申込方法＞
次の1～3のいずれかでお申し込みください。申込期限：2月28日（火）
1 徳育保健センター、大東支所または大須賀支所へ来所
2 電話または、市のホームページ「電子申請」から
 ※右の二次元コードからも電子申請できます（通信料がかかります）。
3 希望する検診名（子宮頸がん、乳がん検診は受診場所も）、住所、氏名、性別、生年月日、電話番号を
 ハガキに記入して郵送（〒436-0068 御所原9-28  保健予防課あて）
 ※検診会場および日時は、申し込みをされた方に別途ご案内します。

40歳以上の女性
（2年に1回）

少ない自己負担金で各種検診を受診できます。がんは早期の段階では自覚症状がないため、定期的な受診
が大切です。1年に1回、検診を受けましょう。
対象　掛川市に住民登録があり、ほかで受診の機会のない方
　　　※現在治療中の方、ご自身や配偶者の勤務先、学校、人間ドックなどで受診される方は対象から除きます。

※宅地内の水道修理は有料です。 問水道部（☎27-0711）宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日） 1/1～2/5
北　部（掛川区域） 南　部（大東・大須賀区域）
（有）松井管工 （☎23-0581）
（株）マツイ健設 （☎23-8691）
協和水道（株） （☎26-1331）
（株）巧栄水道 （☎24-7661）
（株）掛川水道設備 （☎24-8055）
（株）まつだ配管 （☎26-3261）
（株）浅岡工業 （☎24-2611）
（有）諸星配管 （☎22-2975）
（株）トダックス （☎26-2161）
（有）松井管工 （☎23-0581）
（株）マツイ健設 （☎23-8691）
協和水道（株） （☎26-1331）
（株）巧栄水道 （☎24-7661）
（株）掛川水道設備 （☎24-8055）

シンワ設備（株） （☎24-3322）
（有）静管興業 （☎72-4705）
（有）土屋設備 （☎48-2093）
綱取管興 （☎48-2004）
（有）林配管 （☎72-5515）
（有）豊設備 （☎72-5630）
（有）浅岡管興 （☎48-4221）
（有）エイケイ赤堀工事 （☎74-3340）
（有）大城配管 （☎72-4685）
（有）大澄設備 （☎48-4476）
（有）北端工務店 （☎74-2445）
（有）三久配管 （☎72-5030）
シンワ設備（株） （☎24-3322）
（有）静管興業 （☎72-4705）

1/ 1 （日・年始）
 2 （月・年始）
 3 （火・年始）
 7 （土）
 8 （日）
 9 （月・祝）
 14 （土）
 15 （日）
 21 （土）
 22 （日）
 28 （土）
 29 （日）
2/ 4 （土）
 5 （日）

1/ 1 （日・年始）
 2 （月・年始）
 3 （火・年始）
 7 （土）
 8 （日）
 9 （月・祝）
 14 （土）
 15 （日）
 21 （土）
 22 （日）
 28 （土）
 29 （日）
2/ 4 （土）
 5 （日）

11/19 ノーベル賞　天野教授が「かけがわ教育の日」で講演
悩んだときは「挑戦・自立・貢献」の言葉思い出して

①ノーベル賞受賞や青色LED開発のエピソード
を披露する天野教授　②「かけがわお茶の間宣
言」優秀作品の表彰を山田教育長（左）から受
ける受賞者ら　③市のキャラクター「茶のみや
きんじろう」と冀北学園のマスコットキャラク
ター「きほくま」が応援に駆けつけると会場は
大盛り上がり

学校や家庭、地域が一堂に会
し、市民総ぐるみの教育を進める
「かけがわ教育の日」（同実行委
員会主催）が、市生涯学習セン
ターで開催されました。
第10回記念となる今回のテーマ
は「こころざしと学ぶ意欲を育て
る人づくり～子どもたちの未来の
ために今私たちができること
～」。市民ら約900人が参加し、人
づくりの大切さを共有しました。
第1部では「かけがわお茶の間
宣言」優秀12作品の表彰や、今年
度初めて開催した「かけがわ子ど
も議会」に参加した中学生の実践

発表が行われました。また、鍛金
の分野で重要無形文化財保持者
（人間国宝）に認定された構江区
出身の大角幸枝さんに市民栄誉賞
が贈呈されたほか、市町対抗駅伝
出場者の壮行会なども行われまし
た。
第2部の基調講演は、平成26年に
青色発光ダイオード（LED）の研
究でノーベル物理学賞を受賞した
浜松市出身の天野浩さん（名古屋
大学教授）が講師を務めました。
天野さんは、小学生のときは探
偵小説や漫画、中学ではアマチュ
ア無線に夢中だった過去を披露。

「大学のとき、勉強は人の役に立
つことを学ぶことだと理解し、こ
こから勉強に熱中した」という経
験から、「これから必要なのは熱
中する力。熱中力を養うことが重
要」と訴えました。続いて、大学
で夢中になったマイコン（PC）
のディスプレイを作りたくてLED
研究に没頭したことや、発明に至
るまでの道のりなどを紹介。会場
の若者たちに「問題に立ち向かっ
たり悩んだりしたら『挑戦・自
立・貢献』の言葉を思い出して欲し
い」とメッセージを贈りました。

たん きん

①

②

③

き ほく
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広報かけがわ電子版では、フォトニュースをカラーでご覧いただけます。

11/29

▲表彰を受ける受賞者のみなさん

安全安心まちづくり研修会が徳育保健セン
ターで開催され、約120人が出席しました。
　主催は市安全安心まちづくり推進協議会や
掛川地区防犯協会など。安全・安心なまちづ
くりを推進するため、関係者らが一堂に会し
て防犯・交通安全意識を高め合いました。
また、この日は日ごろの活動などが認めら
れた4団体25人が表彰されました。

安全安心なまちづくりに尽力
4団体25人を表彰

12/3 郷土の誇りを胸に、過去最高タイムを記録!
市町対抗駅伝で市の部17位の力走

①ライバルたちと激闘を繰り広げ
た5区の眞田翼選手　②清水庁舎前
で9区の相良珠希選手が10区の加
藤大昴選手にたすきリレー　③県
庁前を39チームが一斉にスタート
（前列中央に相良鮎美選手）

12/6

▲講師は浜松医科大学の中原竜治さん（左上）

特性に合わせた育て方学ぶ
ポジティブ子育て講座開講

11/18

▲県司法書士会メンバーと松井市長（左から3番目）

中国人留学生教育の父
松本亀次郎に学ぶ11/20

▲亀次郎の生涯や功績を紹介したパネル討論

「松本亀次郎記念・日中友好国際交流の
会」（鷲山恭彦会長）が、亀次郎生誕150周
年記念国際シンポジウムを東京女子医大大東
キャンパスで開催。約220人が参加しました。
初公開のドキュメンタリー映像や鷲山会長
の司会で行われた日中の研究者3人の討論を
通じて、亀次郎の生涯や功績を振り返りなが
ら、日中関係がどうあるべきかを考えました。

市は、県司法書士会（杉山陽一会長）との
「大規模災害等の発生に伴う司法書士相談業務
の支援に関する協定」を締結しました。
大規模な地震や風水害などが発生した場
合、市の要請を受けた同会が、被災者の生活
や財産の保護、社会経済活動の早期復旧を支
援するため、相続や不動産登記、成年後見制
度などの司法書士相談窓口を開設します。

災害時の法的不安の解消へ
市と県司法書士会が協定締結11/20

▲ジャンプの滞空時間で下半身の力を測定

11/27

▲竹のすのこを設置する沖之須区の役員ら

2016かけがわ健康フェアが市、関係団体、
企業との協働事業として市生涯学習センター
で開催され、約2,000人が参加しました。
合わせて「ふじのくに健康長寿セミナー
（県主催）」と「世界糖尿病デーイベント」
も開催。26団体が出展し、健康相談や野菜軽
量クイズ、骨密度や血糖値の測定などさまざ
まな体験や展示が行われました。

絶好の駅伝日和に恵まれた第17回静岡県
市町対抗駅伝競走大会。静岡市を舞台に開
催され、県内35市町から出場した39チーム
が県庁前から草薙陸上競技場までの
42.195㌔、11区間を力走しました。
日ごろから練習を積み重ねてきた掛川市
選手団は、早朝から駆けつけた多くの市民
の声援にも背中を押され、前回タイム2時間
27分を約7分も縮めるという大躍進。市の部
27チーム中17位という成績を収めました。
これまでの最高タイムは2年前の2時間21
分14秒ですが、今回の方が1分も速いとい
う結果に。閉会式では、前回に比べてタイ
ムを大幅に縮めたチームに贈られる敢闘賞
を受賞するなど、選手団が一丸となってす
ばらしい結果を残しました。

伸ばせ健康寿命
かけがわ健康フェア開催

大浜・大須賀海岸沿いの12の自治区で組織
する掛川市海岸防災林保護組合（北川文男組
合長）が、砂浜保全を目的に堆砂垣の設置作
業を行いました。堆砂垣は、砂浜に竹のすの
こなどで垣根をつくり、海風で飛ばされた砂
が積もるように促すことで、砂丘を保とうと
いうもの。海岸線1.6㌔を12区間に分け、総勢
700人が早朝から作業に汗を流しました。

地域住民が砂浜保全に汗
海岸線1.6㌔に堆砂垣設置

たい がきさ

2時間20分8秒

ポジティブ子育て講座「ペアレント・プロ
グラム」が徳育保健センターで開かれ、保育
士や子育て支援センター職員、保護者など約
40人が参加しました。市民サークル「ITTA」
（宮城真由子代表）と市による6回講座で、子
どもの個性に合った育て方を学んでもらうほ
か、子育てに悩む保護者の孤立を防ぐ仲間づく
りにつなげようと企画されました。
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広報かけがわ電子版では、フォトニュースをカラーでご覧いただけます。
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住民基本台帳人口 117,832人 （＋99） 58,930人（＋50） 58,902人（＋49） 43,457（＋83）
 日本人 114,169人 （＋84） 57,227人（＋35） 56,942人（＋49） 41,635（＋86）
 外国人 3,663人 （＋15）   1,703人（＋15）   1,960人（±  0）   1,822（－  3）

人数世帯数（前月からの増減） 男 女 世帯数

二次元コード
携帯電話webサイト
「モバイル掛川」

■市の人口（12月1日現在）

姉妹都市　岩手県奥州市

つなげる・つながる　みちのく魅力発信

Oshu

1
・
2
月
ごみの休日受け入れ
　環境資源ギャラリー（☎23-2273）
と　き 1/14（土）・22（日）、2/11（土・祝）・26（日）
 9：00～11：30

精神保健福祉総合相談
　　西部健康福祉センター掛川支所（☎22-3263）
と　き　1/24（火）、2/28（火）13：30～（事前予約制）
ところ 西部健康福祉センター掛川支所（金城）
　　　　　　　　　　　　

献血　　福祉課（☎21-1140）
と　き　1/17（火）、2/14（火）9：15～13：00
ところ 市役所北側駐車場
※使用している薬（外用薬を含む）の名前を伺います。

パ
ン
と
絵
本
で
「
秋
」
を
実
感

コ
ラ
ボ
パ
ン
を
作
っ
て
絵
本
を
読
も
う
!

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
も
「
広
報
か
け
が

わ
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

12
月
に
松
ヶ
岡
の
紅
葉
が
新
聞
に

紹
介
さ
れ
、
大
勢
の
方
が
足
を
運
ば

れ
ま
し
た
。
関
係
者
た
ち
も
案
内
に

大
忙
し
。
う
れ
し
い
悲
鳴
と
な
っ
た

そ
う
で
す
。
で
も
、
そ
の
２
日
前
に
は

自
分
も
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
「
掛
川
観

光
ホ
ッ
ト
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
に
写
真
を
載

せ
た
ん
で
す
が
…
う
れ
し
い
悲
鳴
聞
こ

え
ず
。
今
年
こ
そ
、
読
ん
だ
方
の
心

を
動
か
す
広
報
紙
・
写
真
を
目
指
し

て
が
ん
ば
り
ま
す
。
　
　
　
　
（
湯
）

市民目線で各地の話題を提供
　　　市民広報レポーター

市民広報レポーターの
ページは、左の二次元
コードからご覧いただ
けます。

水
車

　
　
　
　
（
レ
ポ
ー
タ
ー
　
戸
塚
順
一
）

▲先生からの手ほどきで、みるみる上達。かめパンと
　ゆきだるまパンを作ったよ

▲水車の仕組みを考えながら設置する子どもたち
きんじろうくん
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コ
ー
ニ
ン
グ
は
、
ア
メ
リ
カ
の

コ
ー
ニ
ン
グ
市
に
本
社
を
置
く
ガ
ラ

ス
メ
ー
カ
ー
で
す
。
1
6
0
年
以
上

の
歴
史
の
中
で
、
エ
ジ
ソ
ン
が
発
明

し
た
電
球
に
使
う
ガ
ラ
ス
の
製
造
、

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
の
窓
、
光
フ
ァ

イ
バ
、
液
晶
テ
レ
ビ
の
ガ
ラ
ス
基
板

な
ど
を
手
掛
け
て
き
ま
し
た
。

平
成
元
年
、
世
界
初
の
液
晶
ガ
ラ

ス
基
板
の
加
工
工
場
が
掛
川
市
（
大

須
賀
区
域
）
に
誕
生
し
、
27
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
現
在
、
掛
川
市
と

コ
ー
ニ
ン
グ
市
は
姉
妹
都
市
関
係
を

結
び
、
毎
年
、
高
校
生
や
中
学
生
が

コ
ー
ニ
ン
グ
市
を
訪
問
す
る
な
ど
、

文
化
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

静
岡
工
場
で
は
、
テ
レ
ビ
や
パ
ソ

コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
使
わ
れ

る
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
用
の
ガ
ラ
ス
基
板

な
ど
を
製
造
。
大
き
さ
は
最
大
3
㍍

で
、
厚
さ
は
最
小
0
・
5
㍉
と
い
う

ガ
ラ
ス
基
板
を
手
掛
け
て
お
り
、
国

内
の
主
要
電
気
メ
ー
カ
ー
を
は
じ
め
、

中
国
や
台
湾
を
中
心
と
し
た
ア
ジ
ア

の
顧
客
に
も
輸
出
を
し
て
い
ま
す
。

浦
野
眞
澄
工
場
長
は
「
造
っ
て
い

る
の
は
単
な
る
ガ
ラ
ス
で
は
な
く
、

生
活
を
豊
か
に
す
る
電
子
部
品
」
と

話
し
ま
す
。
「
超
品
質
」
が
合
言
葉

の
同
工
場
は
、
創
造
と
想
像
そ
し
て

夢
と
笑
顔
を
大
切
に
、
掛
川
の
地
で

さ
ら
な
る
技
術
革
新
に
挑
み
ま
す
。 ▲液晶ディスプレイの構造を学ぶきんじろうくん。

　左は浦野工場長

（連雀）

大渕地区

コーニングジャパン静岡工場
本社は姉妹都市コーニング市（米国）
ディスプレイ用ガラスを開発・製造

最高峰の日展（工芸美術）で入選　　　上村直也さん
うえ むら

日
本
最
大
の
総
合
美
術
展
「
改
組

新
第
3
回
日
展
」
。
そ
の
工
芸
美
術

で
、
下
俣
南
に
陶
房
「
一
斗
窯
」
を

構
え
る
上
村
直
也
さ
ん
が
入
選
を
果

た
し
ま
し
た
。
作
品
「
風
跡
」
は
、

風
が
岩
を
削
る
様
子
を
表
し
た
備
前

焼
の
オ
ブ
ジ
ェ
で
、
登
り
窯
独
特
の

し
そ
色
は
見
る
者
を
魅
了
し
ま
す
。

6
回
目
の
出
展
で
栄
誉
を
手
に
し
た

上
村
さ
ん
は
「
自
分
の
形
が
で
き
、
ス

タ
ー
ト
に
立
っ
た
と
こ
ろ
。
こ
れ
か

ら
『
風
跡
』
を
追
求
し
て
い
き
た

い
」
と
手
ご
た
え
を
口
に
し
ま
す
。

も
と
も
と
物
づ
く
り
が
好
き
だ
っ

た
と
い
い
、
高
校
1
年
生
で
彫
刻
家

に
弟
子
入
り
。
そ
こ
で
師
匠
か
ら

「
土
で
彫
刻
を
や
っ
た
ら
ど
う
だ
」

と
助
言
さ
れ
た
こ
と
が
、
陶
芸
の
世

界
へ
進
ん
だ
き
っ
か
け
で
し
た
。

高
校
卒
業
後
、
窯
業
訓
練
校
へ
進

学
。
そ
の
後
、
備
前
や
唐
津
、
萩
な

ど
で
11
年
間
修
行
し
独
立
し
ま
す
。
結

婚
を
機
に
掛
川
市
へ
根
を
張
り
、
倉

真
に
県
下
最
大
級
の
備
前
式
登
り
窯

（
奥
行
き
13
㍍
×
高
さ
2
・
3
㍍
）
を

4
か
月
か
け
て
一
人
で
築
窯
し
、
陶

芸
活
動
に
打
ち
込
ん
で
き
ま
し
た
。

次
第
に
掛
川
の
地
で
備
前
焼
を
作

る
意
味
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
上

村
さ
ん
は
「
自
分
の
窯
で
自
分
に
し

か
出
来
な
い
も
の
を
作
り
た
い
」
と

の
思
い
が
強
く
な
り
、
平
成
20
年
に

現
代
工
芸
美
術
家
協
会
の
門
を
た
た

き
ま
す
。
「
こ
れ
で
新
し
い
道
が
開

け
た
」
と
話
す
通
り
、
同
年
の
日
本

現
代
工
芸
美
術
展
に
初
出
展
で
新
人

賞
。
以
降
、
連
続
入
選
す
る
な
ど
、

独
自
の
作
風
を
探
求
し
て
き
ま
し
た
。

「
風
を
テ
ー
マ
に
、
作
品
が
ど
の

よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
自
分
で

も
楽
し
み
」
と
話
す
上
村
さ
ん
は
現

在
、
次
回
作
品
の
制
作
真
っ
最
中
。

こ
れ
か
ら
も
想
像
力
を
駆
使
し
、
理

想
の
形
を
追
い
求
め
ま
す
。

ふ
う
せ
き

ち
く
よ
う

11
月
20
日
午
前
、
大
須
賀
区
域
に
あ
る

「
と
う
も
ん
の
里
」
の
池
に
、
昭
和
の
初

期
ま
で
使
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
水
車
」

が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
が
興
味
深
く
見
て

い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
仕
組
み
が

分
か
っ
た
の
か
、
2
、
3
人
で
移
動
し
て

水
車
を
設
置
し
ま
し
た
。
両
手
で
回
し
、

水
が
回
っ
て
出
て
く
る
と
手
を
た
た
い
て

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

自
分
の
子
ど
も
の
こ
ろ
を
思
い
出
し
、

懐
か
し
く
感
じ
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

▲入選作品「風跡」（高さ74㌢）
と上村さん。岡山県備前市から材
料の土と薪にする赤松を仕入れ
る。毎年1回、9月に2週間ほど窯
焚きする。焼き作業は作品の仕上
がりを左右するため「怖くもあ
り、楽しくもある」と笑顔をみせ
る。島田市出身。

まき

た

社
会
福
祉
法
人
胆
沢
コ
ス
モ
ス
会
と
胆
沢
図
書
館

の
共
同
主
催
事
業
「
絵
本
か
ら
と
び
で
た
コ
ラ
ボ
パ

ン
」
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
「
コ
ラ
ボ
パ
ン
を
作
っ
て
絵

本
を
読
も
う
!
」
が
11
月
5
日
、
名
作
絵
本
「
か
ら

す
の
パ
ン
や
さ
ん
」
と
「
へ
ん
て
こ
パ
ン
や
さ
ん
」

に
登
場
す
る
パ
ン
を
期
間
限
定
販
売
す
る
工
房
さ
く

ら
内
「
ぱ
ん
日
和
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
ぱ
ん
日
和
で
の
パ
ン
作
り
の
体
験
と
胆

沢
図
書
館
で
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
通
じ
て
読
書

の
大
切
さ
を
知
り
、
家
族
の
和
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
パ
ン
を
こ
ね
た
り
、
ク
リ
ー

ム
を
込
め
た
り
と
苦
戦
す
る
参
加
者
は
、
次
第
に
形

作
ら
れ
て
い
く
パ
ン
を
目
に
、
制
作
意
欲
が
膨
ら
み

真
剣
そ
の
も
の
。
焼
き
上
が
り
の
パ
ン
の
出
来
栄
え

に
と
て
も
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

い
さ
わ
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住民基本台帳人口 117,832人 （＋99） 58,930人（＋50） 58,902人（＋49） 43,457（＋83）
 日本人 114,169人 （＋84） 57,227人（＋35） 56,942人（＋49） 41,635（＋86）
 外国人 3,663人 （＋15）   1,703人（＋15）   1,960人（±  0）   1,822（－  3）

人数世帯数（前月からの増減） 男 女 世帯数

二次元コード
携帯電話webサイト
「モバイル掛川」

■市の人口（12月1日現在）

姉妹都市　岩手県奥州市

つなげる・つながる　みちのく魅力発信

Oshu

1
・
2
月
ごみの休日受け入れ
　環境資源ギャラリー（☎23-2273）
と　き 1/14（土）・22（日）、2/11（土・祝）・26（日）
 9：00～11：30

精神保健福祉総合相談
　　西部健康福祉センター掛川支所（☎22-3263）
と　き　1/24（火）、2/28（火）13：30～（事前予約制）
ところ 西部健康福祉センター掛川支所（金城）
　　　　　　　　　　　　

献血　　福祉課（☎21-1140）
と　き　1/17（火）、2/14（火）9：15～13：00
ところ 市役所北側駐車場
※使用している薬（外用薬を含む）の名前を伺います。

パ
ン
と
絵
本
で
「
秋
」
を
実
感

コ
ラ
ボ
パ
ン
を
作
っ
て
絵
本
を
読
も
う
!

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
も
「
広
報
か
け
が

わ
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

12
月
に
松
ヶ
岡
の
紅
葉
が
新
聞
に

紹
介
さ
れ
、
大
勢
の
方
が
足
を
運
ば

れ
ま
し
た
。
関
係
者
た
ち
も
案
内
に

大
忙
し
。
う
れ
し
い
悲
鳴
と
な
っ
た

そ
う
で
す
。
で
も
、
そ
の
２
日
前
に
は

自
分
も
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
「
掛
川
観

光
ホ
ッ
ト
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
に
写
真
を
載

せ
た
ん
で
す
が
…
う
れ
し
い
悲
鳴
聞
こ

え
ず
。
今
年
こ
そ
、
読
ん
だ
方
の
心

を
動
か
す
広
報
紙
・
写
真
を
目
指
し

て
が
ん
ば
り
ま
す
。
　
　
　
　
（
湯
）

市民目線で各地の話題を提供
　　　市民広報レポーター

市民広報レポーターの
ページは、左の二次元
コードからご覧いただ
けます。

水
車

　
　
　
　
（
レ
ポ
ー
タ
ー
　
戸
塚
順
一
）

▲先生からの手ほどきで、みるみる上達。かめパンと
　ゆきだるまパンを作ったよ

▲水車の仕組みを考えながら設置する子どもたち
きんじろうくん
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コ
ー
ニ
ン
グ
は
、
ア
メ
リ
カ
の

コ
ー
ニ
ン
グ
市
に
本
社
を
置
く
ガ
ラ

ス
メ
ー
カ
ー
で
す
。
1
6
0
年
以
上

の
歴
史
の
中
で
、
エ
ジ
ソ
ン
が
発
明

し
た
電
球
に
使
う
ガ
ラ
ス
の
製
造
、

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
の
窓
、
光
フ
ァ

イ
バ
、
液
晶
テ
レ
ビ
の
ガ
ラ
ス
基
板

な
ど
を
手
掛
け
て
き
ま
し
た
。

平
成
元
年
、
世
界
初
の
液
晶
ガ
ラ

ス
基
板
の
加
工
工
場
が
掛
川
市
（
大

須
賀
区
域
）
に
誕
生
し
、
27
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
現
在
、
掛
川
市
と

コ
ー
ニ
ン
グ
市
は
姉
妹
都
市
関
係
を

結
び
、
毎
年
、
高
校
生
や
中
学
生
が

コ
ー
ニ
ン
グ
市
を
訪
問
す
る
な
ど
、

文
化
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

静
岡
工
場
で
は
、
テ
レ
ビ
や
パ
ソ

コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
使
わ
れ

る
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
用
の
ガ
ラ
ス
基
板

な
ど
を
製
造
。
大
き
さ
は
最
大
3
㍍

で
、
厚
さ
は
最
小
0
・
5
㍉
と
い
う

ガ
ラ
ス
基
板
を
手
掛
け
て
お
り
、
国

内
の
主
要
電
気
メ
ー
カ
ー
を
は
じ
め
、

中
国
や
台
湾
を
中
心
と
し
た
ア
ジ
ア

の
顧
客
に
も
輸
出
を
し
て
い
ま
す
。

浦
野
眞
澄
工
場
長
は
「
造
っ
て
い

る
の
は
単
な
る
ガ
ラ
ス
で
は
な
く
、

生
活
を
豊
か
に
す
る
電
子
部
品
」
と

話
し
ま
す
。
「
超
品
質
」
が
合
言
葉

の
同
工
場
は
、
創
造
と
想
像
そ
し
て

夢
と
笑
顔
を
大
切
に
、
掛
川
の
地
で

さ
ら
な
る
技
術
革
新
に
挑
み
ま
す
。 ▲液晶ディスプレイの構造を学ぶきんじろうくん。

　左は浦野工場長

（連雀）

大渕地区

コーニングジャパン静岡工場
本社は姉妹都市コーニング市（米国）
ディスプレイ用ガラスを開発・製造

最高峰の日展（工芸美術）で入選　　　上村直也さん
うえ むら

日
本
最
大
の
総
合
美
術
展
「
改
組

新
第
3
回
日
展
」
。
そ
の
工
芸
美
術

で
、
下
俣
南
に
陶
房
「
一
斗
窯
」
を

構
え
る
上
村
直
也
さ
ん
が
入
選
を
果

た
し
ま
し
た
。
作
品
「
風
跡
」
は
、

風
が
岩
を
削
る
様
子
を
表
し
た
備
前

焼
の
オ
ブ
ジ
ェ
で
、
登
り
窯
独
特
の

し
そ
色
は
見
る
者
を
魅
了
し
ま
す
。

6
回
目
の
出
展
で
栄
誉
を
手
に
し
た

上
村
さ
ん
は
「
自
分
の
形
が
で
き
、
ス

タ
ー
ト
に
立
っ
た
と
こ
ろ
。
こ
れ
か

ら
『
風
跡
』
を
追
求
し
て
い
き
た

い
」
と
手
ご
た
え
を
口
に
し
ま
す
。

も
と
も
と
物
づ
く
り
が
好
き
だ
っ

た
と
い
い
、
高
校
1
年
生
で
彫
刻
家

に
弟
子
入
り
。
そ
こ
で
師
匠
か
ら

「
土
で
彫
刻
を
や
っ
た
ら
ど
う
だ
」

と
助
言
さ
れ
た
こ
と
が
、
陶
芸
の
世

界
へ
進
ん
だ
き
っ
か
け
で
し
た
。

高
校
卒
業
後
、
窯
業
訓
練
校
へ
進

学
。
そ
の
後
、
備
前
や
唐
津
、
萩
な

ど
で
11
年
間
修
行
し
独
立
し
ま
す
。
結

婚
を
機
に
掛
川
市
へ
根
を
張
り
、
倉

真
に
県
下
最
大
級
の
備
前
式
登
り
窯

（
奥
行
き
13
㍍
×
高
さ
2
・
3
㍍
）
を

4
か
月
か
け
て
一
人
で
築
窯
し
、
陶

芸
活
動
に
打
ち
込
ん
で
き
ま
し
た
。

次
第
に
掛
川
の
地
で
備
前
焼
を
作

る
意
味
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
上

村
さ
ん
は
「
自
分
の
窯
で
自
分
に
し

か
出
来
な
い
も
の
を
作
り
た
い
」
と

の
思
い
が
強
く
な
り
、
平
成
20
年
に

現
代
工
芸
美
術
家
協
会
の
門
を
た
た

き
ま
す
。
「
こ
れ
で
新
し
い
道
が
開

け
た
」
と
話
す
通
り
、
同
年
の
日
本

現
代
工
芸
美
術
展
に
初
出
展
で
新
人

賞
。
以
降
、
連
続
入
選
す
る
な
ど
、

独
自
の
作
風
を
探
求
し
て
き
ま
し
た
。

「
風
を
テ
ー
マ
に
、
作
品
が
ど
の

よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
自
分
で

も
楽
し
み
」
と
話
す
上
村
さ
ん
は
現

在
、
次
回
作
品
の
制
作
真
っ
最
中
。

こ
れ
か
ら
も
想
像
力
を
駆
使
し
、
理

想
の
形
を
追
い
求
め
ま
す
。

ふ
う
せ
き

ち
く
よ
う

11
月
20
日
午
前
、
大
須
賀
区
域
に
あ
る

「
と
う
も
ん
の
里
」
の
池
に
、
昭
和
の
初

期
ま
で
使
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
水
車
」

が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
が
興
味
深
く
見
て

い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
仕
組
み
が

分
か
っ
た
の
か
、
2
、
3
人
で
移
動
し
て

水
車
を
設
置
し
ま
し
た
。
両
手
で
回
し
、

水
が
回
っ
て
出
て
く
る
と
手
を
た
た
い
て

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

自
分
の
子
ど
も
の
こ
ろ
を
思
い
出
し
、

懐
か
し
く
感
じ
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。
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、
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に
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膨
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パ
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。
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●平日は午前9時30分から午後11時まで　●土曜日は午前10時から午後9時まで　●日曜日・祝日その他指定日は午前10時から午後6時まで
●定期休館日は月末日・その他指定日※詳細はお問い合わせください。

もっとスリムに!もっと若々しく!もっともっと健康に!もっとパワーアップ! TEL.0537-24-7380

営業について営業について

今年からはじめる
　　　　　健康習慣

静岡県掛川市大池958-2　掛川スイミングスクール隣フィットネスクラブ
検　索K-FIT詳しくは

会員募集中!

広
報
 か
け
が
わ
  平

成
29年（

2017）1月
発
行
 掛
川
市
役
所（
〒
436-8650 掛

川
市
長
谷
一
丁
目
1番
地
の
1）

編
集
 企
画
政
策
課
秘
書
広
報
室

 
（
☎
0537-21-1128・FAX0537-21-1167）

「
広
報
か
け
が
わ（
音
声
版
）」を

ご
希
望
の
方
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
た
め
グ
リ
ー
ン
購
入
法
適
合
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

広告


